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利根郡川場村は群馬県北部の沼田盆地北部に位置し、 西南方にあります奈良

古墳群とかかわりをもつ地域と判断されます。 門前・舛海戸遺跡は縄文時代か

ら古墳時代に至る複合遺跡でありますが 、 弥生時代の開発が農業適地を求めて

利根川上流域の谷筋に及びその後の開発が連綿と続けられた事を物語っていま

す。

また高野原遺跡も弥生時代の良好な住居跡等の資料が出土しています。

調査は遺跡地における開発行為に先行する記録保存の形で計画実施されまし

な調査は昭和53年8月から昭和54年にかけてあわせて3箇月間でありました。

調査は利根郡川場村教育委員会とセノ ー工業が群馬県教育委員会の協力によ

り実施しました。整理事業は群馬県埋蔵文化財調査事業団が群馬県教育委員会

の委託をうけて昭和63年度事業として実施しました。

遣跡の調査と整理によりまして沼田盆地における弥生時代の山村集落や古墳

時代の集落等についての貴重な資科をえることができました。 沼田盆地の古代

を知るうえで貴重な資料と言えましょう 。

発掘事業、 整理事業の実施に当たりまして種々ご配慮を頂きました関係各位

の皆様に感謝致しますとともに本書により沼田盆地の古代史究明がさらに進む

ことを期待して序文とします。

平成元年2月25日

側群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 清 水 一 郎
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かわば もんぜんはし

1 本書は昭和46年と昭和48年に発掘調査が行なわれ、 群馬県利根郡）l|場村と一部沼田市にかかる門前橋
づめ ますがしと たかのはら

詰．舛海戸遺跡と同村高野原遺跡の調査報告害である。

2 門前橋詰．舛海戸遺跡の発掘調査は川場村門前地区の農業構造改善事業に伴なう事前調査で、 商野原遺

跡の発掘調査は同村生品と沼田市横塚にまたがるセノ ー 工業株式会社建設のための事前調査であり、 群馬

県教育委員会文化財保護係（昭和48年に文化財保護課と改称。 ）が調査を実施した。

3 調査担当職員は以下の通りである。

門前橋詰．舛海戸遺跡 神保侑史・水田 稔

高野原遺跡 消水一夫・飯塚卓ニ ・ 野本孝明（現東京都大田区役所勤務）

4 両遺跡の整理事業は群馬県教育委員会より委託を受けた翻群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施した。 担

当職員は以下の通りである。

事務担当職員 常務理事 白石保三郎 事務局長 松本浩一 管理部長 田口紀雄 研究部長 上原啓

已 庶務課長 住谷 進 第3課長 巾 隆之 主任主事 笠原秀樹 主事 須田朋子

小林昌嗣 吉田有光 柳岡良宏

5 本書の整理担当職貝は以下の通りである。

本文執筆 森田秀策（高崎市立南小学校校長） （第m章1) 神保侑史（文化財保護課埋蔵文化財第2

係長）（第Il章1 • 3) 水田 稔（文化財保護課主幹） （第I章•第Il章2 • 3 • 5) 巾

隆之（事業団第3課長）（第m章2 • 3) 石塚久則（事業団主任調査研究員） （第Il章4)

編 集 下城 正（事業団主任調査研究員）

整理業務 佐藤美代子 金子恵子 富永セン 高橋裕美 小久保トシ子 本多琴恵 小林恵美子

柳井さよ里 平林照美 生巣由美子

7 調査ならびに本書作成にあたって多くの方々に協力を願いました。 記して感謝の意を表わす次第です。

8 両遺跡の出土遺物等の資料は群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。

凡 例

1 本書において住居・土坑図の縮小率は1/60、 古墳は1/200に統一した。 また、 遣物図は門前橋詰・舛海

戸遺跡は1/4で、 高野原遺跡は1/3で掲載した。

2 関連資料として 川場村公民館所蔵の弥生土器7点を図示した。

3 遺構図中にあるトーンは焼土を表わす。
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第1茸 JII場村の地理的・歴史的環境

第 I 章 川場村の地理的・歴史的環境

1 地理的環境

川場村は 、 県の東北部、 武尊山(2158m)の南斜面に位紺する。 標高は役場付近で約520mをiillJる。 村の84%

は武尊山塊の森林に占められ、 そこから流れ出す那根川・桜川・溝又川・田沢川が標商約600mにかかるあ

たりからその流域に平地を形成する。 この平地は 、 幅約1 km ·長さ約4 kmにわたり、 各河）IIに沿ってほぼ北

束から南西に続くが、 上記の四河川がほぼ平行している（全て村内で博根川に合流） ため、 利根郡内の他の

利根）II支流域の平地より広いのが特徴である。

この平地上を詳細に観察すると 、 かなりの起伏があり 、 微高地上に渠落・畑地が、 低地部に水田が展開し

ていることがわかる。 しかし、 近年、 ほ場整備等でこれらの起伏がならされてしまった地区が多い。

JII場村への交通路としては 、 現在、 県道平川・沼田線、 窟士山・横塚線が主要道路として沼田市から通じ

村内各集落を結んでいるが、 北を険しい武尊山に遮られているため、 袋小路の感は否めない。 しかし、 現在

の平川・沼田線は 、 かっての会津街道の一路として璽要な路線であった。 川場湯原から木賊と、 博根川を遡

行し、 赤倉山と武腺山の鞍部の花咲（背嶺） 峠を越え、 現在の片品村花咲を経て戸倉に至る路線である。 会

津街道は 、 近世以降、 沼田から白沢村高平・追貝・戸倉・尾瀬を経て会津に至る路線が本道とされているが

時代によりそれぞれの路線の盛衰があったと考えられる。

2 歴史的環境

JI I場村の遺物散布地は 、 上記各河川に沿った平地、 及び平地縁辺部の丘陵斜面に集中する。 しかし、 発掘

調査例が少なく詳細は不明であるが、 耕作時等に表採された資科をもとに、 各時代を概観してみたい。

［旧石器時代］ この時代の遺跡は 、 現在のところ確認されていないが、 生物化石として、 ナウマン象の臼

歯が、 富士山地区桜）l|左岸の川場湖成惑の粘土層中から発見されている。 古川場湖の年代は 、 50万年前とさ

れている。

地形的にみて、 平地縁辺部の丘陵上に、 この時期の遺跡が存在する可能性はあると考える。

［縄文時代］ 村内平地部、 及び縁辺部の丘陵斜面で逍物の散布が見られる。 特に、 萩室・立岩・別所・門

前の平地縁辺の丘陵地帯に集中する。 時期は前期から後期にわたるが、 中期後半の加曽利E式土器の出土が
(2) 

多い。 発掘調査されたこの時期の遺跡は 、 橋詰遺跡の他、 萩室・内手遺跡がある。 内手迫跡では 、 落とし穴
131 

と思われる土坑が確認されている。 この内手遺跡に隣接する、 白沢村寺谷遺跡では 、 加曽利E式期の住居跡

が10数軒確認されている。 この内手遺跡・寺谷遺跡の位置する地形は 、 雨乞山(1067m)の西麓に、 田沢川の

平地に向かって形成された小扇状地で、 扇端部ほぽ全面に遣物の散布がみられる。

［弥生時代］ 川楊村は 、 利根郡内において、 弥生時代の遣物集中地の一つである。 平地の微高地上を中心

に、 遺物が出土している。 時期は中期から後期にわたるが、 後期の樽式期が中心である。

中期の遺物は 、 立岩で竜見町式土胤と、 北陸から東北地方南部に分布する山草荷式土器が出土してい広
5
:

この山草荷式土器などは 、 会津方面からもたらされたものであろう。 このほか、 前述した白沢村寺谷遺跡か

ら、 多批の竜見町式土器片が出土し、 この時期の住居跡が1軒確認されている。 中期の出土例は少なく 、 断

言できないが、 中期の遺物の分布は 、 平地縁辺部の丘陵部に展開するようである。



第I章 ）II楊村の地理的・歴史的環境

後期の樽式土器は、 前述した各河川に挟まれた平地の微高地上を中心に出土している。 発掘調査された逍

跡は橋詰遺跡・高野原遺跡のみであるが、 耕作中に発見されている遺物では、 この時期のものが最も多い。

利根郡内における、 弥生時代の）II場村の優位性の理由として考えられるのは、 前述したように、 他の河川

流域に比して平地が広いこと、 さらに河川と平地との標高差が少なく 、 灌漑に適していたことなどが指摘で

きよう。 河）IIに沿った低地に水田、 微高地上や平地を見渡せる縁辺の丘陵上に第落が営まれていたと考えら

れる。

［古墳時代］ 川場村の古墳は、 天神古墳群•生品古墳群が知られている。 天神古墳群は、 溝又川と薄根）II

の合流点の北、 両河川に没蝕された舌状台地の先端に分布する。 生品古墳群は、 やはり薄根川と田沢）ll に挟

まれた舌状台地の先端部に分布する。 残念ながら、 天神•生品古墳群から出土した追物はほとんど地元に残

されていないが、 これらの古墳は共に横穴式石室を有する小円墳であり 、 六世紀末から七世紀初頭にかけて

築造された群集墳で、 沼田市奈良古墳群・秋塚古墳群と共に、 薄根川中流域の古墳群を形成している。

このほか、 田沢川流域の丘陵縁辺部の萩室・立岩にも小古墳群の存在が知られている。

古墳時代初期の住居跡は、 近年利根・沼田地方で多くその発見が報じられているが、 ）II場村においても、

高野原遺跡でS 字口 縁を有する土器を出土する良好な住居跡が確認されている。

しかし、 発見される土器の多くは、 和泉式から鬼高式期にかけてのものが多い。 弥生時代棺式土器を出土

する立地と共通した地域から発見され、 その点数も多い。 白沢村寺谷遺跡においても、 石製模造品を伴うこ

の時期の住居跡が一軒発見されている。

なお、 榛名山ニッ岳の哨火による軽石 (F p)は、 保存状態の良い箇所で約50cmの堆積が見られる。 弥生時

代棺式期や古墳時代和泉式期の住居跡に、 レンズ状に堆積している。 FAは、 寺谷遺跡でわずかにその存在

が確かめられただけであり、 一般的な鍵陪とはならない。 なお浅間山C軽石は認められないが、 B軽石は良

好に認められる。 しかし、 ほとんど耕作土に滉在してしまっている。 寺谷遺跡では、 平安時代の住居跡の覆

土に30cmの純層として認められた。

［奈良•平安時代］ 律令制度下のJII場村は、 利根郡四郷の内の 「男信（奈万之奈） 郷」 に比定されている

が、 この時代から平安時代にかけての遺物の出土例は、 弥生・古墳時代に比して少なく、 その概要は、 不明

な点が多い。 今後の調査例を待ちたい。

［中世以降］ 谷地に大友館がある。 この館は、 正平18年(1363) 大友刑部氏時が創始したと伝えられる。 大

友氏は、 南北朝時代の利根庄の地頭職を有している豊後の守護である。 門前の吉祥寺や別所の観音堂の創建
(61 

も大友氏による。 館の一部は、 昭和 58年に調査され、 堀及び土塁が確認されている。

天神字城腰に、 永禄年間に沼田顕泰が隠居したと伝えられる天神城がある。

(1) 新井房夫・鹿IUJ時夫「群馬県利根祁）II楊村産象松化石について」r地質学雑誌』 1 9 5 5年10月号
(2) JII勘村教育且会r内手遺踪発掘渕査報告む」 昭和 5 5年3月
(3) 白沢村教育委員会r寺谷遺跡発堀溝査報告行・図版編」 昭和 5 5年3月
{4) J/1楊村教脊委員会「写真集 ・）Il楊村の文化財 第二集」 昭和60年3月
(5) 群馬県立博物館「群馬貼地域における弥生時代‘代科の集成1」 昭和 53年12月
(6) JII場村教育委員会r大友館跡発掲調査報告杏」 昭和58年12月
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1 ナウマン象臼歯出土地 2 大友館 3 内手遺跡 4 寺谷遺跡 5 天神城 6 天神古墳群

7 秋塚古瑣群 8 生品古項群

第1図 遺跡分布図
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第 n 汽 P'l前橋詰 ． 舛海戸遺跡

第 II 章 門前橋詰 ． 舛海戸遺跡

1 調査に至る経過

川場村門前地区の製業構造改善事業において 、 埋蔵文化財が問題とされたのは昭和 46年度になって からで

ある。 同年 5 月 に）l|場村教育委員会よ り県教育委員会社会教育課文化財保護係に事業区域内の埋蔵文化財に

関する取扱いの協 議があり、 関係者で検 討 し た結果 、 大字門前字橋詰地区において 埋蔵文化財包蔵地が認め

られた。 そこで遺跡の有無を確認すべく 道路・水路が予定されて いる箇所を中心に試掘調査を行い、 その判

断を待つ ことと し た。 試掘調査は 5 月13日 、 14日の2 日 間 、 文化財保護係員により川場村教育委員会桑原社

教主事、 戸丸）II場門前土地改良区理事長立合いのもとに行なった 。 その結果、 主要地方道平川 ・ 沼田線の西

側にあた る小字橋詰に予定されて いる道路 ・ 水路部分に弥生時代の樽式土器を出土する住居跡が確認され

た。

試掘調査で確認された迫構の調査は、 構造改善事業の工事が本格化した昭和 47年度に行なった。 調査は川

場村教育委員会に埋蔵担当の職貝がいないことから、 当時水上町立水上中学校の事務主事をして いた水田稔

氏に発掘調査担当を依頼し 、 47年11月27 日 より12月18日 までの間行なった。 この年は例年にな く 雪が早期よ

り降り、 雷中での調査は何度も中断される中で実施され困難をきわめたが、 弥生時代の榊式土器を検出する

住居跡2軒及び縄文時代前期の住居跡 1軒を調査することができた。

橋詰地区の発掘調査が進む中で構造改善事業工事は早いス ピ ー ドで行なわれて いたが、 当初計画に入って

いなかった字舛海戸地区が急拠工事区域に入れられ、 しかもその一部が 全面削平されるこ ととなった。 工事

の変更計画が県教育委員会に協議された段階で、 当該地区の試掘の必要性を説いたが、 遺跡はないと主張す

る川場村との間で話が平行線となり、 12月26 日 の）II場村長、 同教育長、 門前土地改良区理事長、 県教育委員

会文化財保護室長、 同主査等の協謡で、 工事の際文化財保護室員が立合い、 遣構確認の折は調査を実施する

ことで協議がととのった。 工事立合いの結果 、 舛海戸地区の削平箇所は住居跡3軒が確認され、 その調査は

昭和48年1 月 5 日 より13 日 までの間 、 県教育委員会文化財保護室員によ り実施された。 舛海戸地区の調査は

雪が降り続 く 中で橋詰地区以上の困難があったが、 関係者の努力によ り こ れを終了する こ と がで き た。

橋詰・舛海戸地区の埋蔵文化財発掘調査は、 川場村教育委員会の桑原栄重教育長、 桑原忠社会教育主事の

奔走と川場門前土地改良区理事長戸丸ーニ氏の文化財に対する理解・協力があったからこそ、 厳 しい気候条

件の中、 こ れを調査することができた。 調査した成果

はその後種々の事情により報告柑作成のための整理に

着手することができず未実施であったが、 昭和 62年度

に過年度公共事業の整理事業に取り上げられ、 財団法

人群馬県埋蔵文化財調査事業団において これを整理

し 、 報告書を刊行するこ ととなった。 以下に報告する

と こ ろの内容は調査の成果であるが、 上記に記した

人々の努力にようや く 報いることができ た。

調査中の橋詰遺跡
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2 調査の概要

本遺跡の発掘調査は 、 川場村門前地区で計画される土地改良事業に先立 ち実施された。 橋詰逍跡は 、 川場

村大字門前字橋詰、 舛海戸遺跡は 、 同字舛海戸に所在する。 それぞれ土地改良事業に伴い敷設される水路・

道路部分の発掘調査である。

調査期間は 、 橋詰遺跡が、 昭和47年1] 月 27日から12月18 E ま で、 舛海戸逍跡が昭和 48年 1 月 5 日 から1 月

13日 ま で実施した。

調査方法は 、 水路・道路を ト レ ンチに見立て 、 辿構等が確認されたら、 そのつど拡張して 、 遺構の全景を

把握することとした。 最終的な調査面積は 、 橋詰遺跡250m2 , 舛海戸遺跡220m2であった。

調査の結果検出された逍構は下記のとおりである。

（橋詰遺跡） 縄文時代前期諸磯式期住居跡 1軒 ( 1 号住居）

弥生時代後期樽式期住居跡 2軒 ( 2 号～ 3 号住居）

平安時代溝状遺構

（舛海戸遺跡） 弥生時代後期棺式期住居跡

古墳時代前期住居跡

平安時代住居跡

1 条

l軒 ( 3 号住居）

1軒 ( 2 号住居）

1軒（1号住居）

門
前
字
舛
海
戸

4̀33 

IOOm 

第 2 図 門前橋詰．舛海戸遺跡全体図

5
 



第 rr 章 門前橋詰 ． 舛海戸遺跡

3
 

遺 構

橋詰 1 号住居跡（第 3 図 図版2 ) 発掘区北側の微高地を外れた、 水田から発見された。 住居中央部で

3.7m を測る隅丸方形の住居跡で、 ロ ー ム層を約40cm掘り込んでいる。 地表面から床面までは 、 1 .2mを測る。

その間の土層は 、 6 層 が確認できるが、 住居の掘り込みはロ ー ム層で しか確認できなかった。

柱穴は 、 径約20cmのものが 4 本検出された。 東西1.4m 、 南北1 . 8 m の 長方形に配置されるが、 南東の1 本

はその矩形にのらず、 南方向にずれる。 これは 、 後述する床面下の土坑を避けての配置と考えられる。

住居内の中央から南壁よ り の所で、 径約1 m 、 深さ40cmの土坑が検出された。 住居の床面は 、 ロ ー ムが踏

み締められていたが、 この部分だけは 、 やや窪んでおり、 容易に確認できた。 土坑内の土層は 、 床面を毅っ

ていた、 黄褐色土層 であった。 この士坑上から土器が出土しており、 生活は この土坑を埋めた状態で行われ

ていたはずであるが、 その性格は不明である。

この他、 住居南東コ ー ナーに径約50cm、 深 さ 5 cmの浅い窪みが確認された。 また東壁に立て掛けられた状

態で、 1 辺40cmの三角形、 庫さ約 6 cmの偏平な安山岩が出土している。 前述の浅い窪みに納 ま る石であ り 、

この窪みに敷かれていた可能性がある。

炉は 、 北壁寄りの柱穴間に、 埋甕炉が検出された。 埋甕は口縁部・底部を打欠いた土器を使用 している。

床面に表れている部分の径は約20cmであった。 土器の周辺は 、 焼けて赤く変色しているが、 土器の内部は 、

焼土粒や炭化物を含む黄褐色土層が混入 していた。

出土迫物は 、 この埋甕の他、 床面よ り 約20cmの所から1 個体出土している。（第 8 図一1 )

この住居跡の時代は 、 これらの土器より縄文時代前期諸磯式期と考えられる。
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第 4 図 橋詰 2 号住居跡
。 2 m  

橋詰 2 号住居跡 （第 4 図 図版 3 ) 微高地上の桑畑で検出された。 表土下約40cmは F p を含む耕作土、

その下に黒色土層が約20cm存在 し ロ ー ム 層 と な る 。 本住居跡は 、 表土下の黒色土層 か ら ロ ー ム を約20cm掘 り

込んで構築されている 。 住居の毅土には 、 F P が純層 と して存在 し て い る 。

住居は 、 長辺約6. 5 m 、 短辺約4 . 2 m の長方形を呈する 。 柱穴に想定される ビ ッ ト は確 認 さ れ な か っ た 。 西

南 コ ー ナ ー
、 南壁の東寄り に約40cm~50cmの深 さ を待っ ピ ッ ト が検 出 さ れたが、 住居に伴う 可能性は少ない。

他の小ピ ッ ト も 同様である 。 床面は非常に 柔 ら か く 、 凹凸 も あ り 、 短期間の居住を想像させる 。 炉跡も検出

さ れ な か っ た。 ただ南と北壁近 く の床面上に焼土が多枇に堆積 していたが、 南の焼土中から土器の出土 も あ

り 、 投棄された も の と 考 え ら れ る 。

出土遺物は多 く 、 ほぽ完形の土器が17個体 （第 8 図 • 第 9 図） 、 石鍬 1 が床面上か ら 出 土 し て い る 。 その

中で 、 南東コ ー ナ ー に近い位置に胴下半部を打ち欠い た土器 （第 8 図 ー 5 ) が、 正位に置かれた状態で出士

している 。

土器の出土の多さ 、 短期間の住居使用 な どか ら 、 この住居跡の破棄が尋常で無かっ た可能性が高い。

本住居跡の時代は 、 その出土土器 よ り 弥生時代後期の樽式期である 。
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第 5 図 橋詰3 号住居跡 。 2 m  

橋詰 3 号住居跡 （第 5 図 図版 4 ) 発掘区南側の微高地から低地 に移る傾斜地で検出 された。 住居は 、

ロ ー ム層の上層の黒色土層 か ら 掘 り 込み、 約50cmの壁高を測る 。 長辺6.5m 、 短辺4 . 6 m の長方形を呈する 。

柱穴は 、 径約20cmの 4 本で長辺約 3 m 、 矩辺約1.6mの矩形 と な る 。 こ の住居跡は 、 南辺中央部、 南東コ ー

ナ ー で円形及び長方形の土坑で切 られている 。 この土坑の時期は不明であるが、 住居と の関係は無い と思わ

れる 。 ま た北壁中央部から西壁中央部にかけて 、 溝状の遺構に切られる 。 この溝は底部に砂が堆積 し拳大の

礫が混 じ り 、 床 面 を 削 っ て い る 。 特に西壁部分では深さ20cmの溜 ま り と な っ てい る 。 この溝の時期は 、 溝中

か ら 、 糸切 り 底の土器 （第 9 図） が出土 して い る こ と か ら 平安時代 と 考 え ら れ る 。 な お こ の土器には 、 「車」

と 内外面に墨書さ れて い る 。

本住居跡の炉は 、 前述の溝に切ら れて確認で き な か っ た。 ま た南壁に沿 っ て 、 多屈の焼土が検 出 さ れた。

出土遺物は少な く 、 4 個体が出土 し て い る 。 （第 9 図） 南西コ ー ナ ー に 2 号住居跡 と 同 じ状態で胴部を欠

く 土器が正位で出土 し て い る 。 この住居跡の時代は 2 号住居 と 同時期 と 考 え る 。
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舛海戸 1 号住居跡 （第 6 図 図 版 5 - 2 )

本逍跡調査住居跡の北端に位置する 。 平面形は長方形を呈 し 、 規模は3.45m X 2 . 80m で あ る 。 主軸は N -
か ま ど

122° - E を示す。 寵は住居東南壁の束寄り に付設 されている 。 壁高は東北壁22cm 、 西南壁23cm、 東南壁28cm 、

西北壁18cmであ る。 住居内床面 は 固 く 踏み 固 め ら れ、 南 隅 に は ピ ッ ト があ っ た。 出土遺物 は な い。 本住居跡

の時期は出土遺物がな いため明確でないが、 施設等から推定 し て国分期 と 考 え ら れる 。

舛海戸2 号住居跡 （第 6 図 図 版 6 - 1 )  

本遺跡調査住居 跡 の 中 央 に位置す る。 平面形は 方形 を 呈 し 、 規模 は 3 . 9 m X 3 . 9 m で あ る 。 主 軸 は N -

65 . 5° - E を示す。 壁高は北壁46cm 、 南壁30cm 、 西壁14cm で あ る 。 東壁部分は未調査であ る 。 各々 の壁下に

は壁周溝がある 。 炉跡は北壁中央部よ り 約 l m ほ ど南 に 入 っ た と こ ろ に あ る 。 規模は60cm X45cmである 。 住

居内床面は固 く 踏み 固 め ら れて い る が、 西壁の中央部よ り 西北隅にかけて幅 I m ほ どのベ ッ ド状逍構があっ

た。 ま た住居西南隅には白粘土が床面に敷 き つ め られた状態であ り 、 南壁中央部分には壁に接 して35cm X 65cm

1 0  



第I章 門前橋詰 ． 舛海戸遺跡

の規模を有する長方形の固く踏み固められた状態の高まりが見られた。 状況から し て 南壁の中央部分は本住

居の入口と推定される。 ピ ッ ト は南壁に近い付近に長方形のものがあった。 本住居の柱穴は 4 穴と推定され、

内3 穴が確認調査された。 他の 1 穴は未調査部分に入って い る も のと考えられる。 出土遺物は完形の樽式土

器の甍、 S 字状口縁を有する土師器の売、 完形の鉢等がある。 本住居跡の時期は出土逍物からして 、 古墳時

代初頭のものと考えられる。

舛海戸 3 号住居跡 （第 7 図 図版 6 - 2 )

本逍跡調査住居跡の南端に位置する。 平面形は長方形を呈し、 規模は7 .11m X 4 .  42 m である。 主軸は N -

36°-Eを示す。 壁高は東北壁30cm 、 東南壁40cm、 西北壁24cm 、 西南壁26cmである。 炉跡は東北壁中央部よ

り 西南へl . 5 m ほ ど入ったと こ ろ にある。規模は60cmX70cmである。住居内の床面は固く踏み固められている。

ビ ッ トは西南壁付近に2 箇所ある。 柱穴は 4 穴である。 出土逍物は石製紡錘車 、 樽式土器の壺の口縁部分、

鉢等がある。 本住居跡の時期は出土遺物からして 、 弥生時代後期のものと考えられる。

4 遺 物

遺 物 観 察 表 （法益； ①器高②口径③底径 （ ） は復元径）

遺物 残存状態
① 色 潟

種 類 法 址 (cm) ② 胎 土 器 形 の 特 徴 成 形 ・ 潟 整 の 特 徴 備 考
番号 出土位骰

③ 焼 成

橋詰 鉢 底部欠損 ① (23.5) ①橙色。 「ハJ の字状に開き □松部は 地文に縄を外面にころがし、

］ 住 ② (28.5) ②小石多址含む。 丸 く 終る鉢である。 上段に 6 箆によ り 施文する。 外面のj肘
No. l ③良好。 部分的に 条、 中段に 2 条、 下段に 7 条 下半部には箆 ミ ガ キ を 施 こ

黙斑あり 。 の平行線、 沈線を箆でめぐら す。 口縁部から内面全体に棒
せる。 3段の平行線の間に山 状の箆ミ ガキを施こす。

形 文 を 4 本の箆で描き 、 三角
形の 中 を 4 本の弧線で埋め
る。

グリ 石 匙 完 形 全長 58mm ①灰オ リ ープ色。 縦型の石匙である。 つ ま み を 表面に自然面を残す。 つまみ
ッ ト つまみ長さ 20mm 先端のなす軸線に対して府部 部分と 刃部周緑は丁寧な仕上
出土 刃部長さ 39111111 は25•の角度で右に下る。 げを施す。刃部はにぷく厚い。

No. l 刃部幅 39mm 
グ リ 石 錐 完 形 全長 62mm ①灰白色。 つ ま み部分は端部にかけて簿 錐先燐部は欠損している。 錐
ッ ト つ ま み 輻 29四 ②黒色頁岩。 い。 先端部の錐の断面は 4 角 先からつ まみの一部は丁宰な
出土 錐長さ 20mm 型である。 仕上げである。

No. 2 

橋詰 壺 ほぽ完形 ① 77 . 6  ①茶褐色。 折 り 返 し口縁はくの字状にく 口緑部の波状は 2 段、 頚部は 底部内面は
2 1主 ② 33.8 ②少溢の砂粒を含 ぴれてあま り 張らない府部に 簾状文 を 1 条巡 ら したのちに 中 央 に 向

No. 1 ③ 20.0 む。 つづく 。 胴部最大幅は中位に 波状文 を 4 条巡らせる。 簾状 かって盛り
頸部径 21. 2 ③良好。 部分的に あ り 、ゆるやかに底部に紐く 。 文から波状文を縦に切る平行 上がる。

胴部径 53.4 船斑あり 。 顕部には波状文と簾状文、 縦 線文が5箇所にある。 その下
走する平行線で区面する。 溢に丸い横1 本沈線のボタ ン

が 2 個 1 組で貼付。

橋詰 甕 ほぽ完形 ① 24.8 ①褐色。 折 り 返 しtl縁部から頸部にか 口縁部 l 条 、 類部 3 条、 胴上 内外而の整
2 住 ② 14 . 2 ②砂粒含む。 けては く ぴれはゆる＜胴部も 半部 3 条 の波状文 を 巡 ら せ 形地文に縦

No. 2 ③ 8.9 ③良好。 腹部に黒 張らない。 胴下半部も く びれ る。 胴下半部横 箆 ミ ガキ、 内 方向刷毛目
斑あり 。 ないで大きな底部にいたる。 面全体横 箆 ミ ガキ 、 寂部も箆 を使用。

ミ ガキ。

1 1  
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遺物 残存状態
① 色 調

種 類 法 黛 （cm) ② 胎 土 器 形 の 特 徴 成 形 ・ 調 整 の 特 微 偏 考
番号 出土位椴

③ 焼 成

橋詰 甕 完 形 ① 18.7 ①暗褐色。 直線的にひろがる口縁部分。 刷毛目 を使用 し た成形後、 ロ 煤付着。

2 住 ② 12.1  ②砂粒含む。 胴部は 強 く 張 ら な い。 緑部分を横ナデする。 頸部に
No. 3 ③ 5.8 ③あ ま り 良 く な l 条の簾状文、 上部に 3 条、

朋径 12.5 い。 下部に J 条の波状文がめぐ
る。

橋詰 ヱつ
フ

完 形 ① 16.0 ①茶褐色。 く の字状口縁径は胴径12.8cm 成形に刷毛 目 を使用 し 、 口緑
2 住 ② 13.6 ②砂粒含む。 よ り も大 き く 、 屑部は張らず 部分は横ナデする。 頸部は1
油．4 ③ 5.5 ③良好。 胴部は下ぶ く らみで上げ底風 条の簾状文がめ ぐ り 、 その下

にいたる。 に波状文が 1 条め ぐ る。

橋詰 甕 口縁～胴 ① {J 7.9) ①明赤褐色。 く の字 状 に 立 ち 上 が る 口 縁 咸形に副毛目を使用する。 ロ
2 住 上半残存 ② 18. 7 ② 2 llll1Iの砂粒を含 部。 mを持たない。 胴の殿大 松部分は横ナデを施こす。 顎
No.5 ③ (17. 5) む。 幅は下方に位置する。 部に簾状文を 1 条。 口緑部に

胴径 18.9 ③良好。 5 条、 胴部に2 条の波状文を
施こす。

橋詰 壺 頚部～底 ① (18.5) ①橙色。 口縁部は欠損。 胴部は球形を 成形には刷毛目が残る。 器面
2 住 部％残存 ② {1 1 .8) ② l ~ 3mの砂粒 呈 し、最大幅は19.5cmを測る。 内外に横方向の荒い箆 ミ ガキ

No.6 ③ 6.0 を含む。 頚部には 1 条の簾状文がめぐ が施こされる。 胴中央部に黒
③良好。 る。 斑が残る．

橘詰 甕 口縁部～ ① ( 14.6) ①にぶい黄橙色。 口緑部は 「 く 」 の字状に直線 内外面 と も に成形には刷毛目 胴部下半に
2 住 体部％残 ② 17.2 ② 3 mの砂粒を含 的に開く 。 府は無く腹部は下 を使用している。 先づ頸部に 煤付着。

油．7 存 ③ (13. 7) む。 方でやや張り ｀ 15.3cmを設9る。 1 条 の簾状文 ・ ロ径部 に 2
®良好。 条、 胴部に l 条の波状文をめ

ぐらせる 。

橋詰 甕 胴下半部 ① 02.2) ①にぷい黄橙色。 水平軸に対 し約60゜の く の字 内外面 と も に荒い刷毛目が残
2 住 欠損 ② 17.5 ②砂粒含む． 状を呈する口緑である。 m部 り 、 胴部に巻きつ く よ う にロ

No.8 ③ (22.. 5) ③良好． は黒 く だらだら と し て、 胴部 絃部に連結する。 口縁部は横
最大幅は下方にゆく 。 ナデ、 内面は横方向箆ナデ。

樟詰 台付売 ほぼ完形 ① 16 . 1  ①赤褐色。 コの字型にまで外反する口縁 頸部の波状文 は 2 条 に め ぐ 脚先端は角
2 住 ② 13.6 揺粒含む。 は く ぴれて胴にいたる 。 胴下 る。 胴下半部全体は箆ケンマ 型でし っ か
No.9 ③ 7.7 ③良好。 半部はゆるやかに細 く な り 短 がTif.'.に施されている。 器内 り し て い

かい脚に連結する。 も全面箆ケンマ。 脚内面は箆 る。 胴から
ケ ズ リ 。 脚にかけ煤

付着。

檎詰 台付売 杯％残存 ① ( 9.0) ①にぷい黄橙色。 コの字型を呈する よ う に外反 刷毛目 に よ る成形後、 口縁部 胴部外面に
2 住 脚部欠損 ② (13.6) ② 1 ~ 4  mmの砂粒 する。 口縁部の最大幅は胴下 分は横ナデ潟整。 類部は上段 煤付粁。

No.JO ③ ( 3.2) を含む。 半部にあり 、 脚部との間が屈 か ら 波 状文 を 3 条 め ぐ ら せ
③良好。 曲する よ う にみえる。 る。 その後、 箆 ミ ガキを全体

に施こす。

橋詰 台付売 脚部のみ ① ( 6.0) ①貨橙色。 No. 9 の台付甕 と同類である。 器表面は荒れているが、 内外
2 住 残存 ② ( 3.4) ②石英含む。 広口 の甕が乗っていた。 脚 は 面 と も刷毛目調整。 外面縦箆

No.11 ③ 7.4 ③良好。 直線的である。 ミ ガキ残る。

橋詰 台付甕 脚部のみ ① ( 6. 7) ①にぶい橙色。 No. 9 の台付甕と同類である 。 内外面 と も 刷毛 目 に よ る成形
2 住 残存 ② ( 4.0) ② 赤 褐 色 土 粒 含 抑はNo.J I よ り も 大ぷ り でや 後、 外面は縦方向の箆ナデで

No.12 ③ 9.6 む。 ③良好。 や内湾気味の脚である。 調整する。

橋詰 小型甕 底部欠損 ① ( 7.3) ①橙色。 底部は欠損 し て い る。 胴径 内外面を刷毛目成形後、 口縁 煤付箔。

2 住 口 縁 部 ② 9.4 ② 2 mmの砂粒を含 8 匹に対して口径9.4四 と 大 指ナデ調整、 波状を施文後、

No.13 少々欠損 ③ ( 5.0) む。 き く 、 く ぴれ部も弱い。 頸部 外面の胴部は施文を消さぬ様
③良好。 に 4 条の波状文がめぐる。 に縦方向箆ナデ。

橋詰 椀 約％残存 ① 6.5 ①にぶい黄橙色． 小 さ な 平底の底怒から下膨ら 器表面の一部は荒れているが
2 住 ② 14 . 5  ②砂粒を含む。 みの胴下半分の よ う な体部と 刷毛目成形、 横ナデ調整後、

No.14 ③ 4 .3 ③良好。 なる。 全体に箆 ミ ガキ。

橋詰 椀 完 形 ① 6.3 ①赤褐色。 平面軸から55゜の角度に立ち 刷毛目 を使用 した成形後、 ロ
2 住 ② 13.4 ②砂粒を含む。 上がる体部をも つ内湾気味の 縁横ナデ、 その後全体に縦方

No.15 ③ 4 .3 ③良好。 器形である。 向の箆ケンマ。

橋詰 椀 完 形 ① 6.6 ①明赤褐色。 器表、 底部付近は荒れている。 成形には刷毛目を使用。 底部
2 住 ② 13.5 ②砂粒含む。 水平軸から約55゜の角度に立 剥落部分以外は全て丁牢な箆

No.16 ③ 4.4 ③良好。 ち上がる。 ケ ン マ。

12 



第 0 姦 門前橋詰 ． 舛海戸遺踪

遺物 残存状態
① 色 調

種 類 法 誠 (cm) ② 胎 土 器 形 の 特 徴 成 形 ・ 調 整 の 特 徴 儒 考
番号 出土位置

③ 焼 成

橋詰 塊 ％残存 ① ( 5.7) ①浅黄橙色。 口縁部周囲と 、 内面の一部分 刷 毛 目 に よ る 咸 形、 口級部に 黒斑あり 。

2 住 ② ( 2.5) ② 石 英 を 多 く 含 は荒れている。 底部は抜けて は横ナデを施す。 全体に 箆 ミ
No.17 ③ ( 3.3) む。 ③良好。 い る。 内湾する体部。 ガキ認められる。

橋詰 石鍬 完 形 全長 17. I 先嬬の形は一方は丸く 潤整部 重 さ 329kg である。 体部中央
2住 泉大暢 9.7 分は厚い。 片側は尖り 気味で は く ぴれて28cmを禎9る。 全体

No.18 囮 さ 1 . 6  刃部と思われる箇所は朋耗し 的に印さは平均化している。

ている。

橋詰 甕 口緑部一• ① (13.4) ①明黄褐色。 ②小 折 り 返 し口縁は小 さ く 、 コ の 荒い刷毛 目 を 残し頸部に 1 条 内面横方向
3 住 頸部残存 ② 19.2 石少溢含む。 ③良 字型の口縁から胴部に移行す の簾状文、 その他は波状文で の 箆 ケ ン

No. I ③ (18.0) 好。 黒斑あり 。 る。 府部はない。 う め るc マ。

橋詰 小製甕 口紺部一 ① 12.3  ①茶褐色。 コの字状の口秘部の径よ り 胴 刷毛目 で成形後、横ナデ調整、 胴上半部分
3 住 底部％残 ② I  I .  6 ②砂粒含む。 部径11.3cmと小さい。 胴部最 2条の波状文を施文後胴下方 に煤付滸。

No.2 存 ③ 6.2 ③良好。 大径は下方にあり 、 上げ底の は斜方向。 内面は横方向の箆
底部にいたる。 ケ ン マ。

橋詰 片口鉢 口縁部一 ① 5 .7 ①明褐色。 上げ底凪の底部と内湾する体 刷毛目 の成形後、 全体を箆ケ
3住 胴部 ② 8.7 ② 1  mmの砂粒を含 部である。 片 口 幅 は3.5cm、 ンマ。片口の内外面は指ナデ。

No. 3 ③ 6.2 む。 ③良好。 注口の突出は1.4畑0

僑詰 椀 ほぼ完形 ① 6.2 ①黄橙色。 ②石英 水平軸からは約ss· を測る。 底部は荒れている。 内外面と
3住 ② 13.1 含む。 ③良好。 黒 体部は内湾しながら立ち上が も 一部刷毛目 を残すが全体を

No. 4 ③ 3.7 斑あり 。 る。 箆 ミ ガキ。

舛海戸 甕 口縁部～ ① 18.J ①橙色。 ②砂粒少 ゆるやかに く ひ＇れる顆部から 頚部には 1 条の簾状文 をめぐ 部分的に箆
2 住 底部％南 ② 14.3 蓋含む。 ③良好。 胴部はややふ く ら み］3.9cm を らせ、 上 に 2 条、 下に 1 条の ミ ガキ剥落

No. l 壁 ③ 6.3 焦斑あり ． 測る。 波状文を施す。 する。

舛海戸 甕 口緑部～ ① 1 1 .5  ①暗赤褐色。 茄 さ 5 aa も ある長い口縁部と 口紋部外面にはなき上げ痕跡 部分的に煤
2 住 頸部％南 ② 14 .  l ②砂粒を含む。 球胴を呈すると考えられる胴 5 段。 胴外面は斜め、 内面は が 付 着 す

N-0. 2 堕 ③ 18.8 ③抒iili。 上半部。 横の箆ケンマ． る。

舛海P 甕 口縁部一 ① ( 4.7) ①橙色。 く の字状 を呈し 3段になき上 内面は丁寧な箆ナデ。 口緑部
2 住 頸部％南 ② (13.5) ②砂粒含む。 げ た 口 縁 部 と 球胴の胴上半 分も横方向のナデ。 朋上半部

No. 3 壁 ③ (12.5) ③良好． 部。 は縦刷毛目 。

舛海戸 直ゃ 約％残存 ① (11.7) ①橙色。 コの字状を呈する口縁部。 ロ 類部には横l 条の簾状文。 上
2 住 南壁 ② (13.4) ②砂粒少量含む。 径に近い胴径は13.1cmを測 段、 下段に も 1 条づつの波状

No. 4 ③ (JO. 8) ③普通。 る。 体部全体箆ケンマ。 文を施す。

舛海戸 塊 口秘部一 ① 8.0 ①赤褐色。 上げ底風の底部である。 体部 内外面全て箆 ケ ン マ。 体部は
2 住 底部％ ② 19.3 ②砂粒を含む。 は球形を呈するほど丸く立ち 縦方向。 口粒部は横方向の箆

No. 5 南壁 ③ 5. 1  ③良好。 上がる。 ケ ンマ。

舛海戸 台付甕 口縁部一 ① (11.0) C湖褐色。 s 字状口縁は直立気味に立ち 胴部外面は下方よ り 上方への 土器の内外
2 住 胴部％残 ② 12. 7 暉粒含む。 上がり 口昏端部は丸い。 胴最 浅い崩毛目。 内面は丁寧な横 面に煮こぽ

No. 6 存 ③ (18.4) ③抒通。 大部は肩部に は な く 下方に下 ナデ。 れ痕。

中央 がる。

舛海戸 売 口縁ー胴 ① 8.0 ①橙色。 ②5mm以 く の字状にゆるやかに口縁部 刷毛目 を使用する成形。 口緑
3 住 上部残存。 ② 14.0 下の小石を多量含 は立ち上がる。 胴部は強く張 部7 条の波状文。 その他全て

No. 1 北壁 ③ ( 11.0)  む。 ③良好。 らない。 箆 ミ ガキ。

舛海戸 椀 ほぽ完形 ① 8. 1  ①にぶい黄橙色． 上げ底風の底部。 内湾気味に 内外面 と も に刷毛目使用の成 器面が荒れ
3 住 ② 16.0 ②小石含む。 ③不 水平軸から55゜の角度に立ち 形。 口縁部横ナデ。 全体に箆 ている。

No. 2 北東閑 ③ 5.6 良。 黒斑あり 。 上がる体部。 ミ ガキ。

舛海戸 菱 ほぽ完形 ① 8.0 ①褐色。 平面形は円形に近い もののつ 全体に刷 毛 目 を使用 し た 成
3 住 ② ]4.8 ②砂粒含む。 まみの中軸は斜めに倒れる。 形。 つ ま み部分は指頭に よ る

No. 3 つまみ径 2.5 ③良好。 先端部は角形でしっか り と し ナデ仕上げ。 内側を環状1こ煤
北東隅 ている。 付着。

舛海戸 紡錘車 ½残存 直径 6.2mm ①淡緑色． 円板で片面は平坦である。 反 平坦面は荒れて薄 く �J落して
3住 軸径 （ 5.0mm) ②緑色凝灰岩。 対の面は中央部分が平坦で周 い る も のの関整・ 仕上げは丁

No. 4 北壁 収 さ ( 5.5mm) 辺は斜め と な る。 寧であっ た。

舛海戸 紡錘車 ％残存 直径 6. 4 1111D ①淡緑色。 表面、裏面とも に平坦である。 片面が荒れているものの円状
3 住 軸径 （ 6.0mm) ②緑色凝灰岩。 周縁も直に仕上げ厚さは変化 は全面研磨の上仕上げてあっ

No. 5 南壁 瞑 さ 6.8 ... しない。 た。

橋詰 高台付 口縁ー底 ① 5.0 ①灰黄褐色。 水平軸から57゜の立ち上がり 体部中央に沈線状 の く ぽみが 焼成は甘く
溝状 椀 部％残存 ② (14 4) ②砂粒、石英含む。 を も つ椀である。 低く丸い砧． め ぐ る。 体部の内外面各 l ケ 軟質須恵器
遺構 ③ 6.6 ③良好。 台からゆるやかな腰をも って 所に 「車」 の因苔が正位償に とでも呼ぷ

口緑にいたる。 害かれる。 のか。
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第 11 章 門前橋詰 ． 舛海戸遺跡

橋詰 1 号住居跡
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第11章 門前橋詰 ． 舛海戸遺跡

5 結 語

橋詰．舛海戸遺跡は 、 溝又JIIと桜川に挟ま れた平地に位置する。 こ の地域の土地改良に伴う道路及び水路

の建設予定地内の発掘調査であったが、 縄文時代前期 ・ 弥生時代後期・古墳時代前期 • 平安時代の住居跡が

確認された。 川場村では 、 各時代遣物の出土は知られていたが、 発掘調査が実施されたのは 、 本遺跡が最初

である。 面積的には少ない発掘であったが、 次のような成果や問題点が指摘できよう。

〔成果と問題点〕

① 河川に挟ま れた平地も、 良く観察すると 1 m から数10cmの微高地が複雑に入り組み、 その微高地上を中

心に遺跡が広がること。

② 縄文時代の住居跡は 、 この微高地以外の低地にも広がる可能性があるこ と。

③ 弥生時代後期の住居は 、 他の地域と同じように長方形のプラ ン を呈すること。

④ 古墳時代前期の住居跡がこの地域でも確認されたこと。 ま たその住居のプランは 、 正方形に近いこ と。

⑤ 古墳時代前期の住居跡から、 S 字口縁を持つ土器と共に、 口縁部に輪和痕跡を残す土器が出土している

こ と。

⑥ 平安時代の溝状遺構から 「車」 の墨書土器が出土していること。 同 じ墨柑土器が、 川場村公民館所有の

中にもう一例ある。

〔問題点〕

① 橋詰1 号住居跡に見られる、 住居内土坑の性格について。 柱穴の位置より住居に伴 うこ とは間違い無い

と思うが、 その位置が住居のほぼ真中であり、 当然埋められていたはずであり、 その性格は不明である。

奈良時代以降の住居跡からは 、 床 下土坑といわれる土坑の確認例は知られているが、 こ の時代での例は初

めてであり、 今後の調査例を待ちたい。

② 橋詰 2 号 ・ 3 号住居跡で南東コ ー ナー に、 胴部以下を欠いた土器が正位に床面に置かれた状態で出土し

ていたが、 その位置や土器の状態に共通性があり、 何らかの意味が考えられる。 他遺跡でも同様な例が知

られており、 今後検討が必要である。

③ 橋詰 2 号住居跡に見られる、 土器の出土状態は 、 3 号住居跡 ・ 舛海戸 3 号住居跡に比べその数が異常に

多い。 この住居跡の床面が柔らかく、 建設から破棄までの間が短いこ とと考え合わせ、 その破棄の状況が

尋常で無かったこ とが推定される。

④ 舛海戸 2 号住居跡から、 樽式土器の他、 S 字口縁土器と口縁部に輪積痕を持つ土器が出土している。 S
字口縁の士器は石田川式土器であり、 輪積痕の土器は 、 赤井戸式士器の影響を受けた士器と考えられる。

古墳時代前期の混沌とした様子がこの土器の伴出状態からも知られる。 近年古墳時代前期の住居跡の発見

が、 利根・沼田地方で相次いでおり、 それらの検討がなされれば、 こ の混沌とした時代の様相が解明され

よ う 。

⑤ 橋詰 3 号住居跡を切る状態で検出された 、 溝状遺構で出土した土器に 「車」 の墨書があるが、 川場村内

での同墨書土器は二例目 である。 墨書の 目 的 ・ 意味がはっきりしない現在 、 「車」 についての考察は差し

控えたいが、 「車郷」 との関係も考慮する必要があろう。
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第 1D章 高野原遺跡

第 III 章 高野原遺跡

1 調査の経過

昭和 40年代に入り、 わが国は経済の高度成長を続け 、 新設工場の建設など設備投資が活発化し、 全国的に

みて も工場進出が極めて 高 い水準で進んでい た。 し か し 、 同時に、 都市への人口集中という傾向が進行して 、

都市部での過密と 、 農山村での過疎とい う事態が生じ、 従来の地域整備の関係法や地域開発の制度では対処

が難し く なって きたのである 。 このため、 国 は 、 昭和 45年に、 「過疎地域対策緊急措置法」 を、 つ いで翌46

年には 「農村地域工業導入促進法」 を制定した。 国のこうした動きに対応して 、 群馬県は 、 昭和45年にまず

「群馬県過疎地域における県税の特例に関する条例」 を、 ついで昭和 47年に至り 、 「群馬県農村地域工業導

入地区における県税の特例に関する条例」 を制定した。 これによって 事業税 ・ 不動産取得税・県固定資産税

の課税免除など、 企業に対する優遇措覇を講 じ て 当該地区地域への工業母入の促進をはかろ う と す る もので

あった。

市町村が計画主体 と なって 動いたのは 、 昭和 46年度に勢多郡新里村、 吾妻郡吾妻町、 多野郡吉井町 、 北群

馬郡小野上村等であった。 そして 群馬県が計画主体 と なって きたのは 、 昭和46年度の 、 吾萎郡吾要町の川戸

地区、 ついで沼田市と 利根郡川場村にまたがる横塚 • 生品地区が昭和 47年度に設定された。 高野原逍跡は 、

この横塚 • 生品地区にかかわる ものであった。

群馬県における農村工業導入地区の設定状況

市町村名 地区名 計画区分 立 地 企 薬 名 面積 (mり 設定年度 立地年 操業年

沼 田 市 横塚・ ニ ュ ー ボ ー ト 誅 昭47 昭49

川 場 村 生品 県 東 洋 住 宅 工 業 （悧 443,691 昭47 47 49 

群 馬 セ ノ ー （採 47 55 

新 里 村 新 川 市 町 村 ホ リ 誅 46,456 46 47 48 

富 岡 市 宮 岡 ク サ ン ヨ ー 食 品 昧 75,240 47 48 51 

吾 妻 町 川 戸 県 不 紙 工 聡 201,000 46 49 50 

吉 井 町 馬 庭 市 町 村 高 崎 金 属 工 業（樹 64,490 46 49 51 

吾妻・東村 岡 崎 ク 侑） 永 沼 製 作 所 48,290 48 49 

北 橘 村 上南室 ク 北海道p s コ ン ク リ ー ト 36,610 49 49 52 

月 夜野町 栃 原 ク オ ー ・ ケ ー ・ ビ ー（樹 36,610 49 49 51 

小野上村 村 上 ‘’ 群 馬 カ ー 卜 ン (28,021) 46 50 50 

15 ,986 

昭和55年に縮小

新 里 村 峯岸山 市 町 村 （掬三 ツ 葉 電 機 製 作所 45,502 48 50 51 

（昭和57年 『現代群馬県政史J 第 3 巻よ り作成）

昭和 40年代に入って 、 本県の文化財保護行政は 大きな変革を迫られて い た。 すなわち大規模な開発事業に

よって 、 各地における 埋蔵文化財の破壊が相ついでおこり、 その対応の遅れが現実的になってきて いた。 ま

た 、 国 レベルにおける大型プロ ジ ェ ク ト事業（ 上越新幹線 • 関越 自 動車道・上武国道） をはじめ住宅団地 ・

1 7  



第 m章 高野原遺跡

工業団地 ・ 道路・土地改良 • 河川改修・区画整理・採石採土などのほか学校や公共施設の建設計画が相つ

ぎ、 こ れらに加えて 、 異常なまでのゴルフ 場建設計画が浮上してきていた。 群馬県教育委員会はこ うした事

態を璽要視して 、 それま で社会教育課の文化財係の数名では対応しきれないとして 、 昭 和 47年 4 月 、 ま ず文化

財保護 室(10名） を設置し、 さらに翌48年には文化財保護課（30名 ） を ス タートさせ、 本格的に対処することに

なり、 県段階においても大規模な開発事業に際して事前の調整に対応して いくことが出来るよう になった。

県商工労働部の繊維工鉱課が主管していた農村工業導入地区の具体的事業との調整で、 沼田市と川楊村に

ま たがる横塚 • 生品地区の埋蔵文化財の問題が表面化してきたのは、 昭 和 48年 6 月 25 日 の ことである。 この

日 、 進出を決めていた勢能株式会社の担当者が初めて県教委の文化財保護課に来庁され調整が始 ま った。 も

ともとこの地区、 つ ま り沼田台地の縁辺、 薄根）IIと田沢川周辺には古墳や弥生時代後期の土器の出土地（門

前の橋詰逍跡や寺谷遺跡） の存在が知られ、 当該地区からも農作業などで弥生土器の単独出土が周知されて

いた。 ま た平安時代当初の文献である 「和 名抄」 には、 利根郡内には 「渭田・ 男 信 ・ 笠科 ・呉桃」 の4郷が

挙げられているが、 そのうちの渭田は沼田 、 男信は生品として現存地名が充てられることから、 古代におけ

る文化遺産の存在は当然注目 される地域でもあった。

会社側との調整の第一段階は、 包蔵地の場合 (1) 建築物などを地区除外（ 2 ) ひ ろ がりによっては地区

に取りこんで保存（3) やむを得ずかかるものについては記録保存を前提にして発掘調査をする、 といった

考えが基本的な方針であり、 且つ又一般論でもある。 7 月 18日 になり、 保護課の職員 、 柿沼恵介を現地に派

遣して視察（表面観察） をすることにした。 7 月 20 日 の現地調査では、 地表面に散布している追物は須恵器

片が主であるとのこ とであった。 こ の年すなわち昭 和 48年は 「事業を進めるためには何としても発掘調査を

するこ とが前提である」 こ ととしながらも、 県教委はこの年ス タ ー トしたばかりの上越新幹線 • 関越自動車

道 ・上武国道などの大型プロ ジ ェ クトに手一杯なため対応出来ない ま ま 推移した。

昭和 49年3 月12日 、 会社側は設計変更図を提示する等努力をみせてきたもののその案も発掘調査の結果如

何で何ともしがたく 、 両者による模索が続き、 地元の沼田市や川場村側からの対応も調査担当者がみつから

ないという現状の中で具体的な進展はみられない ま ま で、 企業側の憂慇は深刻なものとなってきていた。

昭和 49年度に入り、 4 月18B 、 再び県職員（森田秀策と消水和 夫） が現地に赴き 、 テ ストボー リ ン グを 2

か所設け地層の確認（榛名山からの軽石堆和があること） のほかは特に遺物の確認が不可能であった。 周 知

の個所からは若千の距離があるよ う にみられた。 そして 、 5 月以後の調査についても協識をし県教委が会社

側の申し入れにより、 調査を担当するこ ともやむを得ない状況であるこ ととなり、 4 月 20 日 に至り発掘届な

どの事務的準備を進め、 5 月 8 日 、 発掘担当者の飯塚卓二 、 清水和 夫が会社側と協議、 5 月13 日 からおよそ

1 か月 の予定で予備調査に入るこ ととした。

5 月 の後半に入り、 弥生時代の住居跡3 か所を確認し 、 引続き周辺の確認を急 ぐ こ とにした。

6 月 15 日 には、 全部で区域内に12戸の住居跡が存在しており、 ほかに古墳の周堀が3 か所存在するとのこ

と等、 かなり 全体の情報が得られた結果、 （1) 工場の建設計画との調整が可能になってきたこと、 ( 2) 今

後の調査計画の対応のみとおしもできる こ とになった。

6 月17 日 、 勢能株式会社側との折衝の結果 、（1 ) マ ット工場1 棟は西へずらし ( 2 ) 他の1 棟は南へず

らす（3) その結果No. 1 とNo. 9 ~12の5 つの住居跡と、 3 基の周堀は除外するこ とができ、 No. 2 ~ 8 の

7 か所を精査する こ ととし、 当初の予備調査予定から、 本調査へと継続していく こ とになった。

こ うした碁本方針にもとづき 、 6 月 21 日 、 会社側も調査の継続について了解し、 8 月 9 日 ま でにすべての

現地調査を終了し、 翌10 日 、 器材や出土遺物の引揚げなどを実施し一段落をみたものである。
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2 遺 構

本遺跡からは住居跡12軒と、 弥生時代後期の土坑 2 基、 古墳4 基、 墓坑4 基が検出された。 発掘調査の実

施にあたって 、 関係者間で話合いがもたれ逍構の残すことが可能な地区については極力緑地と して残すこと

が決定された。 従ってすべての遺構を調査 しているわけではない。

住居跡

住居跡は12軒を確認した。 そのうち発掘調査を実施したのは 2 号～ 8 号の 7 軒であり、 残りの 5軒は工事

にかからないためプラ ン の確認で調査は終了している。 住居跡同士の切 り合い関係はなくすべて単独の住居

跡である。

1 号住居跡

住居跡のプラ ン を確認したのみで内部の発掘は 行 っ て いない。 遺跡の最北部の G - 0 0 区に位置する。 長

軸 4 . 9 m 、 短軸 4.5 m の正方形に近い形を呈している。 本遺跡の住居跡の中では中規模の大き さである。 遺

物は出土していない。

2 号住居跡（第11図 図版13)

M - 0 1 区にあり、 遺跡の最西端に位筐している。 東側に3 号住居跡がある。 長軸6.48m、 短軸6.26mで、

長軸方位は N -70° -W 。 今回調査した住居跡群の中で最大の大き さを誇る。 壁高は確認面から平均65cmで、

壁下には周溝が全周する。 主柱穴は 4 本であるが、 南西隅に支柱穴と思われる ビ ットがある。 炉跡は 、 p1 

と p 2 の中間にある。 不整円形で中央部は良好に焼けている。 また、 焼土上面に細長い枕石が設置されてい

る。 貯蔵穴は西壁中央やや北寄りの壁下で発見された。 不整楕円形で深さ40cmを測る。 本住居跡は焼失家屋

で、 炭化材と焼土が大拙に検出されている。 特に北壁付近及び貯蔵穴付近と南東コ ー ナー付近で良好な状態

でみられる。

出土し た遺物（第19図） には壺・甕 ． 椀・商杯などがみられるが、 ス プーン 状土製品が出土しており、 注

目 される。 時期は古墳時代初頭石田）II期である。

3 号住居跡（第12図 図版14)

K - 0 2 区にある。 長軸5.16m 、 短軸4 . l l m の隅丸方形を呈し 、 長軸方位は N -62° - N 。 壁高は確認面

から26cmで、 周溝はない。 柱穴は4 本確認でき た。 東壁と西壁の壁下中央部に径55cmほ どの柱穴 2 本 ( p l .  

p 2 ) 及び反対の辺の中央部に径23cmのやや小さな柱穴 ( P 3 · P 4 ) の2 本である。 床面はよく踏み固め

られており、 ところどころに粘土がみられる。 ま た炭化物が炉跡を中心に12片ほ ど散在して検出されたが 、

床面等に焼土等を検出しないことなどから焼失家屋ではないものと考えられる。炉跡は住居跡中央部にある。

やや広がりを見せる横長の形状で、 1 個の枕石を持つ。

出土遺物 （第20図） は、 それほ ど多くない。 折り返し口 縁を持つ壺形土器 ( 1 )、 小型壺（ 2 ) 高杯 （ 3 .

4 • 6 ） 、 椀形土器（ 5 ) と紡錘車（ 7) がある。 時期は古墳時代初頭石田）II期である。

4 号住居跡（第12図 図版15)

G - 0 3 区にあり、 長軸4.92m 、 短軸4.37m の隅丸方形で、 長軸方位は 、 N - 81° - W。 壁高は35cmで、

周溝が東壁下及び北壁と南壁の東寄り付近に認められる。 柱穴は主柱穴と して P 1 • 2 • 4 があるが、 北西

部分では発見されなか っ た。 ま た南東コ ー ナ ー の周溝中に壁柱穴が4 から5 本認められる。 床面は貼り床と

なっ ている。 状態は炉跡付近が堅固であるものの、 周 辺にいくとやや軟弱となる。 炉跡は住居跡中央よりや

や北側にある。 掘り込みが浅く焼土も薄い。 使用状況が良くなかったことが想像される。 貯蔵穴は南壁の中
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央部壁 下 に あ り 、 53 X4lcmの楕円形で深さ28cmであった。 造物は出土していない。 住居跡内からは炭化物が

わずかに検出されているが、 焼失家屋ではない。

出土遺物 （第20図） は、 売の完形（ 1 ) と折 り 返し口縁を持つ壺（ 2 ) のほか裔杯等がある 。 また特殊遺

物として2 号住居跡からも出土した ス プー ン 状土製品がある （ 9 ) 。 出土土器等から 本住居跡は古墳時代初

頭石田川期である 。

5 号住居跡（ 第13図 図版16- 1 )  

H - 0 6 区にあ り 、 遺跡のほぽ中央部に位置する 。 東 に6 号住居跡、 南に 7号住居跡がある 。 長軸5.96 m 、

短軸5.84m の隅丸方形で、 長軸方位は N - 5 ° -E。 住居跡の大き さでは2 号住居跡に次 ぐ規模である 。 壁

高は44cmであり 、 周溝は東壁下で一部途切れるもののほぽ全周している 。 柱穴は 4 本で、 各々 直径が22~26cm

と細いものの、 深さは1 m 程に及ぶ。 貯蔵穴は、 南壁下中央部やや西寄 り にあり 、 1 .4m XO. 78m 、 深 さ20cm

の不 整桁円形を呈する 。 床面は良好で、 全体的に中央から壁方向に向けて傾斜している 。 炉跡は、 北の p 1 .  

2 の中間地点で検出された。 地床炉で炉内に石を持つ。 住居跡内から は大量の炭化物が検出された。 出土状

況を見ると住居跡中央部を中心として、 放射状に広がっている 。 また各壁際には大量の炭化物があり 、 壁を

見ると部分的に焼けてお り 、 凹凸がみられ、 炭化材付近では焼土が広が り 床面も焼けている状態であった。

以上の状況から本住居跡は焼失家屋であると考えられる 。

出土遺物 （第21図） は、 破片の状況ながら大品に出土している 。 （ 1 ) の S 字口 縁甕形土器は胴下半部を

欠損するものの、 北壁の近くで床面に密着して検出したものである 。 (2 ) は、 貯蔵穴付近から出土したも

のでこれも床面に密着して検出したものである 。 そのほか高杯 ( 4 ) が住居跡中央部で発見されている 。 住

居跡の年代は床面密羞の遺物などから古墳時代初頭石田川式のものである 。

6 号住居跡（ 第14図 図版16- 2 )  

F - 0 5 区に あ り 、 長軸3.20m 、 短軸2.64 m の隅丸長方形を呈し、 長軸方位はN -25° - E 。 本遺跡の中

で最も小さな住居跡である 。 主柱穴は発見されていない。 壁下に6 本の小 ピ ッ ト が検出されたが、 住居跡に

伴うものである かは不明である 。 床面は全体に固く踏み固めら れている 。 貯蔵穴及び周溝は検出されていな

い。 また 、 炭化材と焼土が大巌に検出されていることから 、 焼失家屋であると考えられる 。 炉跡は住居跡中

央部やや北寄 り にあ り 、 52X46cmの不 整円形を呈し、 深さllcmで枕石2 個を配している 。 焼土の状況も良好

であ り 、 よく使用されていたことが分かる。

出土遺物（ 第21 • 22図） は、 小型の住居跡の割には大最に発見されている 。 大型の甕6 個体 ( 1 ~ 5 • 8 )  

と小製の甕（ 6) 、 大型の鉢（10) 、 小型の鉢（ 7) 、 壺（ 9 ) 、 片口の鉢 （11) 等である 。 弥生時代後期樽式

のものである 。

7 号住居跡（ 第14図 図版17)

G - 8 区にあ り 、 長軸5 .78 m 、 短軸5.58mの隅丸方形を呈し、 長軸方位は N - 0 °- E 。 主柱穴 は 4 本で、

そのほか 4 本の小 ピ ッ ト があ る が、 住居跡に伴ったものかは不明である 。 周溝は検出されていない。 貯蔵穴

は南壁中央部にあり 、 中から遺物が出土している 。 住居跡北側 の p 1 と p 2 の中間に径50cmほどの円形を呈

する炉跡があり 、 中央部に枕石がある 。 炉跡の南には長径 1 . 4 m 、 深 さ 0 . 5 m 程の ピ ッ トが隣接してあ り 、

内部には炭化物が大紐に詰まっている 。 炉跡に伴う灰出 し用のビ ッ ト ではないかと考え ら れ る 。 床面におい

て大祉の炭化物を検出している 。 特に北壁と東壁に近いところ か ら 大量に検出されている 。 焼失家屋と考え

られる 。 出土遣物（ 第23図） のうち（ 1) は貯蔵穴から 出土した台付 き の甕である 。 そのほか鉢形土器等を

検出しているが遺物量は少ない。
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①黒色土 F;P直下の 土 層でF p を多黛に含む。 ②暗褐色 土 ローム粒子 ・ 軽石 を少量含む。 ③暗褐色 土 ロ ー ム粒子 ・ 軽石を極少呈
含む。 ④茶褐色 土 ロ ー ム粒子を多最に含む。 ⑤暗掲色 土 ローム粒子 ・ 炭化 物 を少伍含む。 ⑥焼 土 ⑦明褐色 土 ロ ー ム プロ ッ ク
を多溢に含み、 炭化 物 を少黛含む。

第11図 裔野原2 号住居跡 ゜ 2m 
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第12図 高野原 3 • 4 号住居跡
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4 号住居跡

® 

長
①黒褐色土 ロ ー ム粒子を極少最含み、 粘性弱く 荒い土層。 ②暗褐色土 ロ ー ム プロ ッ ク をやや多 く 含 む。 ③焦褐色土 軽石を含み、
粒子が荒い。 ④暗褐色土 ロ ー ムプロ ッ ク を 多 く 含 む。 ⑤焼土プロ ッ ク ⑥明褐色混土層

。 2 m  
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①黒色土 F p を多泣に含み、 荒 く 堅い 土 質。 ②黒色 土 ロ ー ム粒子を多濫に含み、 粒子の密な 土 質。 ③黒褐色 土 ロ ー ムプロ ッ ク を
多 く 含み、 炭化物 を少ほ含む。 ④黒褐色 土 焼 土 ・ 炭化 物 を 多盆に含む。

第13図 高野原5 号住居跡
゜ 2 m  

8 号住居踪 （第15図 図版18- 1 )  

B - 6 区にあり、 長軸6.82m 、 短軸3.40m の隅丸長方形を呈し、 長軸方位はN -28°-W。 主柱穴 は 4 本で、

そのほか南壁下に 2 本の柱穴がある。 おそらく入口遺構の柱受けではないかと想像さ れる。 西壁中央部の点

線で表示した ピットは、 内部の土壌が柔 ら か く 、 木の根等による樅乱ではないかと考え ら れる。 炉跡は、 住

居跡北寄りの中央部にある。 径50cmほどの円形を呈している。 ま た、 柱穴で囲 む住居跡の中心部が若千くほ

んでいる状況がみら れ る。

出土遺物（第23図） は、 住居跡 内か ら ま んべんなく出土している。 特に南東コ ー ナ ー 付近で出土した甕形

土器の完形品 (1 • 2) をはじめ、 そのほか鉢形土器（ 5) 等がみられる。 住居跡の年代は遺物等から弥生

後期樽式の時期である。

24 



第川章 高野原遺踪

|
)> 

j
四 l

)> 

゜唸 ←゚4゚

旦 I IO 遠化 I) B
' 

€ 
II C' 2 )こァー ゜ 忽 ＠

心 四 喝、 函
長：と渓惑正巧

| ロ
\‘ ‘ 

磁 O、

I l:: 
6 号住居跳

g
 

B
 

疇

◎ 

e--+I I ①黒褐色土 ロ ー

ム粒子を極少祉
含む。

◎ --1+I ②黒褐色土 ロ ー
ム ・ 炭化物 ・ 焼
土 を 多 く 含 む。

◎→ |  
③黒褐色土 ②と

同 様 の 土 層 で
ロ ー ムの巌が多
い。

1
► 

入）

゜
戸戸仔心

如 田、
訂＼ ◎ 

⇔ ア

◎ P 2 門 旦
＇

◎ 

｀ 令 ゜ ゞ ""'41 le 
函

｀ ｀ 姿一
｀ 

。 ®

◎ P 3 

◎ 心 ヽ ‘

」ぢ亨＾
I ◎ 

B
 

1 )> 8' 
ンf

7 号住居跡

①焦褐色土 軽石を少益含む。 ②焦褐色土 ロ ー ム ・ 焼土粒子を含む。 ③褐色土 ロ ー ム ・ 焼土 ・ 炭化物を全体的に含む。 ④褐色土
ロ ー ム粒子を全体的に含む。 ⑤褐色土 ロ ー ム プ ロ ッ ク を多 く 含み、 焼土・ 炭化物を含む。

第14図 高野原 6 • 7 号住居跡 ゜ 2 m  
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ク を や や 多 く 含 む。

⑤暗褐色土 ロ ー ム粒子を少黛含
む。

⑥暗褐色土 ロー ムプロ ッ ク を含
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第15図 高野原8 号住居跡
。 2 m  

9 • 10  • 1 1  • 12号住居跡

遺跡の東側に点在す る住居跡群で 、 保存が決定したため発掘調査は実施していない。 各住居跡の確認面で

の規模は次の通りである 。

9 号住居跡。 長軸9.00m 、 短軸6.0om 、 長軸方位 N -16°-E。

10号住居跡。 長軸4.60m 、 短軸2 . 70m 、 長軸方位N - 104°- W。

1 1号住居跡。 長軸8.00m 、 短軸5.80m 、 長軸方位N -36°-E。

12号住居跡。 長軸6 . 90 m 、 短軸4.50m 、 長軸方位 N -10°-E。
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第II章 高野原遺跳

土抗

1 号土抗 （第16図）

A - 0 5 区に あ り 、 不整長楕円形を呈 し 、 長軸2.22m 、 短軸0 .88m 、 深さ0.88m 、 長軸方位 N -36
°-W。

土器が土抗の北側 よ り か ら 出 土 し た。 底面から若干浮いた状態で口縁部を下に して設置 し て い る。 胴部は

最大径の と こ ろ ま で残存 し て い る。 胴部下半部及び底部は耕作に よ る 削平を受けてお り 検出 し て い な い。

土器 （第25図上段 1 ) は 、 弥生時代後期樽式の大型甕形土器であ る 。 最大径は胴部のかな り 下部にあ り 、

下半部が欠損 し て い る ため不明であるが、 かな り 下膨れする器形 と 考 え ら れ る 。 口縁部は折 り 返 し と な っ て

お り 。 3 ~ 4 単位の波状文が、 折 り 返 し 口縁部 と 頸部に施文 されている 。

2 号土抗 （第16図）

1 号士抗と 同 じ A - 0 5 区に あ り 、 南東に l m程離れる。 本士抗の南 に は確認調査時の ト レ ンチが走 っ て

い る 。 その際令程土坑 を 削 り 落 と して し ま っ た。 従っ て全体の形状は は っ き り しない。 現存する規模は、 長

軸 1 . 5 m 、 短軸1 .02m 、 深さ0.4mで、 長軸方位は N -24
°

-Wを測る。

土堀内から出土 した土器は 、 1 号土坑同様北寄 り の位置で検 出 し た。 全部で 4 個体であるが （第25図下段

1 ~ 4 ) 、 特異な形で出 土 し た。 床面に接し て頸部以下 を 欠損する 甕形土器 ( 2 ) を 、 口縁部を上に して設

置 し 、 その上に同 じ く 胴下半部 を欠いた甕形土器を （ l ) 、 口縁を上 に し た形で璽ねている 。 （ 1 ) の口縁部

の 中 に は 、 （ 3 ) の土器が破片で は あ る が出土し 、 更にその上を ( 4 ) の赤色塗彩 した高杯が、 脚部を上に

し て （ 3 ) の土器を包む よ う に設置 し て い る。

甕形土器を重ね合わせ 、 その上に赤色塗彩 した高杯で蓋をする よ う な形をみせてお り 、 この土坑が特別な

意味を も っ て い る と考え て も 差 し支え な い も の と思われる 。

◎ 

A 、

B
' 

①黒色土 軽石をやや多く
含み固 く し ま っ ている。

②蕪色土 ①に比して軟質
の土層。

③黒色土 ロ ー ム粒子を極
少祗含む。

暉色土 ロ ー ム ・ 茶掲色
土プロ ッ ク を含む。

⑤明茶褐色土プロ ッ ク 。

へ 1 号土坑

� I 

B
' 

<t: 1 ◎ ◎ 

B
' 

B 

ー
①黒色土 ロ ー ム粒子を極少量含み、 軟質である。

②暗茶褐色土 固 く し ま っ てい る。

2 号土坑

。 2 m  

第16図 商野原 1 • 2 号土坑
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第旧京 店野原遺跡

古墳 と 墓坑

古墳は遺跡の東側に 3 基が、 南側に 1 基が確認された。 墳丘自 体は削平を受けて いたため明 ら かでないが、

周 辺には相当数の古墳が点在していたとみて 差 し支えないものと考えられる。

1 号古墳 （第17図 図版20- 1)

Y - 7 区で検出された古墳で、 東に展開する 3 基の古墳の中では 1 番北に位置する。 周堀のみの確認であっ

た。 溝幅は上端で3 . 5 m を数える。 周堀中には東の墳丘部から 流れ込んだ卦石が大品に出土した。

主体部は不明。 追物は出土していない。 周 堀の規模から 本古墳は直径約30m程の円墳と考えられる。 古墳

の時期は不明である。

2 号古墳（第17図）

1 号古墳の南にあり、 X - 10区に存在する。 本古墳は 3 号古墳の調査の際に 、 東側の様子を確認するため

ト レ ン チを設けたところ 、 新たに発見された古墳である。 確認でき た周堀の上端幅は約 3 mであった。

主体部は不明。 本古墳に伴う遣物は出土しなかったが、 古墳の規模は周堀から考えて 1 号古墳と同じく直

径約30mほどの円墳と考えられる。 古墳の構築時期は、 周堀の中位に榛名山ニッ岳噴火のF p陪が堆積して

いる事か ら 6 世紀中葉以前の構築になるものと考えられる。

3号古墳 （第17図 図版20- 2) 

Z - 10区にあり、 2 号古墳の西にあたる。 古墳のほぼ半周程度の周堀を確認した。 墳丘上部は耕作のため

削平されており、 封土について は不明であるが、 墳丘裾部において 一部黒色土の封土が確認で き る。 周堀の

上端部幅は約 3 mである。 茸石は、 墳丘裾部と周堀内に散在するが、 原位置を示すものはない。

主体部は不明。 追物は発見されて いない。 周堀の規模から直径23m ほどの円墳と考えられる。 古墳の構築

時期は周堀内中位で榛名山ニ ッ 岳 F p層が純層で堆積しでいるこ とから 、 6 世紀中葉以前の構築と考えられ

る。

4 号古墳 （第18図 図版20- 3 )  

P - 0 7 区付近にある。 周堀はトレンチ調査を行った際、 確認面が浅かったため削平して しまった。 上端

幅2. 3 m で他の古墳と較べるとやや細い。 葺石は、 古墳の東側で根石の一部と崩壊した石が発見された。

墳丘上は新しい時期の墓地となって いるため主体部は不明であった。 ま た、 本古墳に伴う遺物は出土 しな

かった。 古墳の規模は不明である。 本古墳は、 榛名山ニ ッ 岳 F p層を切って 構築されて いる。 6 世紀中葉以

前の構築になるものである。

墓坑群 （第18図 図版20- 3 )  

4 号古墳の墳丘上に4 基の墓坑が検出された。 墓坑は共通の方向性を持ち、 石を敷き詰め榛名山ニッ岳の

F p層を切って つくら れて いる。 第26図に示したように 9 世紀代の須恵器塊・甕・短頸壺等が出土 し て お り 、

構築の時期を示 し て いると考えられる。（弥生後期の土器も少醤混入。 ） 各墓坑の規模は下記のとおりである。

1 号土坑 長軸4.40m 、 短軸1 . 10m 、 長軸方 位 N -85° - W

2 号土坑 長軸3.54 m 、 短軸0.94 m 、 長軸方位N -86° - W  

3 号土坑 長軸3.46m 、 短軸1.10m 、 長軸方位N -79°- W

4 号土坑 長軸3.28m 、 短軸0.84m 、 長軸方 位 N -86°-W
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①耕作土
②攪乱層
③ F  p 層 上面に部分的に黒色灰層が堆積。

④褐色土 ロ ー ム プロ ッ ク を含 む。

⑥褐色土 軟質な土層。

⑥褐色土 ロ ー ム プロ ッ ク が混入。

⑦黒褐色土 ロ ー ム 粒子を極少黛含む。

⑧黒褐色土 ロ ー ムプロ ッ ク を多 く 含む。

⑨褐色土と黒褐色土の混土層。

⑩黙褐色土 ロ ー ム プロ ッ ク と粒子を含む。

⑪黒褐色土 や や し ま っ ている。

⑫黒色土 やや軟質な土培。

⑬黒褐色土 ロ ー ム粒子を極少量含む。

⑭黙褐色土 ロ ー ム粒子が少温混入。

⑮褐色土 ロ ー ム プロ ッ ク を 多 く 含 む。

第17図 高野原 1 • 2 • 3 号墳 。 10m 
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第18図 高野原 4 号墳 と 墓坑 ( 1 - 4 号）
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第lll章 硲野原遺跡

3 遺 物

遺 物 観 察 表 ［法益 ： ①器高②口径③胴径④底径 （ ） は残存径、 復元径］

遺物 残存状態
① 色 糾

種 類 法 泣 （口） ② 胎 土 器 形 ・ 整 形 の 特 徴 文 様 の 特 徴
番号 出土位置

③ 焼 成

2 住 壺 口粒部破 ① (35) 陵径18.0 ①にぶい橙色 有段口縁をも つ壺の有段部。

No. 1 片 ③ - ②鉱物粒を含む 外而 細いク シ状工具 に よ る ナ
北東隅 ④ - ③良 デ。

内面 ヘ ラ 磨 き。

2 住 壺 口縁部破 ① ( 7.0) ①黄褐色 頸部から口縁部にかけて外反。

No. 2 片 ② (14.5) ②鉱物粒を含む 外面 口縁部横ハケ、 口唇部横ナ
北東隅 ③ - ®良 デ、 胴部ヘラ ケ ズ リ 。

④ ― 内面 ヘ ラ 磨 き。

2 住 小型壺 ロ縁～胴 ① (5.0) ①明赤褐色 類部からやや直気味に立ち上がり
No. 3 部破片 ② (8,0) ②鉱物粒を含む 口縁部で外反する。 胴部以下はあ

覆土 ③ (8.0) ③良 ま り 張らない。

④ - 外面 口緑部横ナデ、 胴部ヘラケ
ズ リ ．

内而 ヘラ磨き。

2 住 壺 ロ粒部破 ① ( 5.0) ①赤褐色 類部から わずかに外反する． 折 り
No. 4 片l/2 ② (13.3) ②鉱物粒 • 砂粒を 返し口級をもつ。

北壁 ③ - 含む 外面 口縁部横ナデ、 頸部縦ハヶ。

④ ― ③良 内面 ヘラケズリ 。

2 住 小型甕 口縁部欠 ① (4.8) 暉色 胴部はあ ま り張らない。

No. 5 損 ② - ②鉱物粒を含む 外面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

北壁 ほ： ③ 9.8 ③良 内面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

直） ④ 4.5 

2 住 小型壺 ほぼ完形 ① 11 . 2  ①明赤褐色 有段口象及で類部から胴部へ脹 り 出
No. 6 北壁覆土 ② 9. 5  ②鉱物粒を含む す。最大類部に約 5 llllllの穴があ く 。

③ 9. 2  ③良 外面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

④ 3.3 

2 住 森杯 1/2 ① 11.2 ①褐色 頸部からやや外反する口縁邪とな
No. 7 中央 • 西 ② 9.5 ②鉱物粒を含む る．

壁 ・ 北西 ③ 9.2 ③良 外面 口縁部ヘ ラ ケ ズ リ 、 頸部か
壁 ④脚部径10.7 ら朋部は縦ハケ。

2 住 杯 ほぼ完形 ① 5. 5  ①にぶい黄橙色 口緑部若干内傾．

No. 8 東南隅 ② 12.5 ②鉱物粒 • 砂粒 を 外面 ヘラ磨き 。

③ 含む 内面 ヘラ磨き 。

④ 4.5 ③良

2 住 小型椀 1/2 ① 4.3 ①明赤褐色 口縁内湾し 、 底部は若干上げ底。

No. 9 北束 ② 9.0 ②鉱物粒 を含む 外面 ヘラ磨き 。

③ 9.4 ③良 内面 ヘラ磨き 。

④ 3.7 

2 住 小型塊 ほぽ完形 ① 4 .l ①にぶい赤褐色 手づく ね状の小型品。 口縁部若干
No.10 東南縞 ② 6.5 ②鉱物粒 • 砂粒 を 内湾。胴部と底部を別 々 につ く る。

③ - 含む 接合面には爪によ る圧痕が残って
④ 3.2 ③良 い る。
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第III� 高野原遺跡

遺物 残存状態
① 色 調

番号
種 類

出土位骰 法 最 （匹） ② 胎 土 器 形 ・ 整 形 の 特 徴 文 様 の 特 徴
③ 焼 成

2 住 高杯脚 破片 ① (4.0) ①赤褐色 脚端部はきれいに揃えている。

No, ll 部 覆土 ② - ②鉱物粒 を含む 裾部がやや内湾。

③ - ③良 外面 ヘラ磨き 。

④脚部径 （11.8) 内面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

2 住 高杯脚 脚部のみ ① (4.6) ①橙色 裾部に向け若干外反する。

No.12 部 北西隅 ・ ② - ②鉱物粒 • 砂粒を 外面 ヘラ磨き。

東南隅 ③ - 含む 内面 ナデ。

④脚部径9.7 ③良

2 住 高杯脚 脚部破片 ① (5.0) ①にぶい橙色 接合部から裾部にかけてやや広が
No.13 部 北壁 ② - ②鉱物粒を含む る。

③基部径 3.2 ③良 外面 接合部で根い 削 り がみ え
④ ― る。 裾部にかけてヘラ ケ ズ リ 。

2 住 甕 胴部～底 ① (14. 9) ①にぶい黄橙色 外面 ヘ ラ 磨 き。

No.14 部破片 ② ②砂粒を含む 内面 ナデ。

東南閑 ③ ―  ③不良
④ 8.4 

2 住 甕 口松部欠 ① (29.8) ①黒褐色 外面 Iヽケ謂整で と こ ろ に よ り 指
No.15 損2/3 ② ― ②鉱物粒を含む 頭痕が観察できる。

③ 31.3  ③良
④ 9.0 

2 住 匙 柄のみ ①柄の長さ（4.0) ①暗褐色 土製。

No.16 北西壁 ②鉱物粒を含む
③良

2 住 紡錘車 1/2 ①径 6.0 ①明茶褐色 土製。 中央部の穴から放射状に短い線 と 周
No.17 北東悶 ②原さ ］． 5 ②鉱物粒 を含む 辺をめ ぐる円状の線刻が施される。

③孔径 0.6 ③良
④童さ 28.05 g 

2 住 紡錘車 完形 ①径 3.0 ①茶褐色 土製。

No.18 ビ ッ ト 内 ②匝さ 0.9 ②鉱物粒を含む
③孔径 0.6 ③良
④算 さ 6. 1 g 

2 住 紡錘距 完形 ①径 5.2 ①灰白色 土製。

No.19 周溝内 ②厚さ ］． 2 ②鉱物粒 • 砂粒を
③孔径 0.6 含む
④籠さ 40.4 g ③良

2 住 紡錘車 1/2 ①径 5.4 ①灰褐色 土製。

細．20 北東壁 ②厚さ 1 . 2 ②鉱物粒を含む
③孔径 0.6 ③良
④原さ ー

3 住 壺 口緑部破 ① ( 6.0) ①黄褐色 巾広の折 り 返 し 口縁を持つ。

No. I 片 ② (19.3) ＠滋物粒 • 砂粒を 外面 折 り 返 し部横ハケ 、 頸部ハ
北束限 ③ - 含む ケ調整。

④ ― ③良 内面 ヘラ磨き。

3 住 小型壺 口粒部一 ① (5.8) ①茶褐色 頚部から若干内湾ぎみに口縁部と
No. 2 胴部破片 ② (9.9) ②鉱物粒を含む なる。

南中央壁 ③ (9.5) ③良 外面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

④ -
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第m疫 高野原遺跡

遺物 残存状態
① 色 鼠

番号
種 類

出土位骰
法 旅 （cm) ② 胎 土 器 形 ・ 整 形 の 特 徴 文 様 の 特 徴

③ 焼 成

3 住 高杯脚 破片 ① (2.0) ①9こぶい橙色 裾部に大 き く 張 り 出す。

No. 3 部 南隅 ② - ②鉱物粒を含む 外面 ヘラケズリ 。

③ - ③良 内面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

④脚部径 （17.7) 

3 住 高杯 はほ完形 ① 1 1.6 ①明黄褐色 接合部から裾部に大 き く IJ,1 く 。

No. 4 南隅 ② 14.1 ②鉱物粒 • 砂粒を 外面 口松綿ヘラ ナ デ、 胴部ヘラ
③碁綿径 4 . 1  含む 磨き。

④脚部径 17.8 ③良 内面 ヘラ磨き。

3 住 塊 口縁部～ ① ( 3.6) ①赤褐色 口縁部から底部までなだらかな曲
No. 5 胴部破片 ② (12.2) ②鉱物粒 を含む 線 を も つ。

③ ③良 外面 口縁部横ナデ、 胴部ヘラ磨
④ - き 。

内面 ヘラケズリ 。

3 住 在杯 脚部 ① ( 6.2) ①赤褐色 外ilil 縦ヘラ磨き．

No. 6 覆土 ② - ②鉱物粒を含む 内面 横ヘラケズリ。

③基部径 3.5 ③良
④脚部径(10.8)

3 住 紡錘車 完形 暉 5.4 ①褐色 土製。

No. 7 南西隅 ②厚さ 1.7 ②鉱物粒を含む
③孔径 0.6 ③良
④頂さ 52.4g 

4 住 甕 ほぽ完形 ① 31.9 ①黄褐色 外面 口粒部横ナデ、 胴部ヘラ磨
No. I 南西隅 ② 18.3 ②鉱物粒 • 砂粒を き 。

③ 25.8 含む 内面 ヘラ磨き。

④ 7.5 ③良

4 住 甕 口縁部一 ① (13.4) ①褐色 折 り 返 し 口 縁 を も つ。 折 り 返 し口縁の外面に、 ハケ状工具
No. 2 胴部 ② 21.8 ②砂粒を含む 外面 ヘラ磨き。 に よ る 爪形文状の文様が1周する。

③ ③粋通 内面 口縁部付近ヘラ磨き 、 下部
④ ヘラケズリ 。

4 住 甕 口縁部 ① ( 6.5) ①明褐色 頸部から口縁部にかけてゆるやか
No. 3 中央部 ② (17.5) ②砂粒を含む に立ち上がり 、 口唇部で醒になる。

③ ③良 外面 ハケメ渕整。

④ - 内而 横ナテによ る段がつ く 。

4 住 間杯 杯部のみ ① ( 6.2) ①赤褐色 接合部から口緑部にゆ る ＜ 立ち上
No. 4 南西壁 ② 13.9 ②鉱物粒を含む がる。

③基部径 3.3 ③良 外面 ヘラ磨き．

④脚径 内面 口唇内部横ナデ．

4 住 小型椀 完形 ① 3.5 ①橙色 平底で段をつけて口縁部にいた
No. 5 北壁 ② 8.0 ②鉱物粒を含む る。

③ ③良 外面 ヘラ磨き。

④ 3.7 

4 住 器台 牌部 ① 4 .3 ①暗赤褐色 接合部からあ ま り広がり を みせな
No. 6 中央部 ② ― ②鉱物粒 • 砂粒 を い脚部を持つ。

③邪径 2.3 含む 外面 ヘラ磨き。

④閲部径 5.6 ③良 内ilii ヘラ磨き。
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第III京 高野原遺跳

遺物 残存状態
① 色 講

番号
種 類

出土位骰
法 試 (cm) ② 胎 土 器 形 ・ 整 形 の 特 徴 文 様 の 特 徴

③ 焼 成

4 住 器台 脚部 ① (5.3) ①赤褐色 外面 ヘラ磨き。

No. 7 南西隅 ② ②鉱物粒 • 砂粒を 内而 ヘ ラ ケ ズ リ．

③基部径 3.4 含 む
④脚部径 8.4 ③良

4 住 紡錘車 完形 ①径 5.4 ①にぷい掲色 土製。

No. 8 北壁 ②財さ 1 . 4  ②鉱物粒 • 砂粒を
©吼径 0.9 含む
④煎さ 56.1 g ③良

4 住 匙 完形 ①長さ 10.5 ①にぷい橙色 全体的に指頭による整形を行った
No. 9 中央部 ②匙部径 5.0 ②鉱物粒 • 砂粒を 後、 ハケ整形。

③柄部径 1 . 9  含む
④匙部深 さ ］ ． 5 ③良

5 住 甕 口縁部～ ① (14. 5) ①明褐色 s字状口 緑 を も つ。 胴部はそれほ
No. 1 胴部 ② 17 . 1  ②鉱物粒 • 砂粒を ど張らない。

北西隅 ③ 24.3 含む 外面 ハケメ 調整はみられず、 斜
④ - ③良 めのヘラ ケ ズ リ の後粗いヘ ラ磨差

を施す。

5 住 甕 口緑部～ ① (10.6) ①暗褐色 顎部から差ほど張 り 出 さ ないで口
No. 2 胴部 ② (15. 7) ②鉱物粒 • 砂粒 を 縁部となる。

貯蔵穴覆 ③ (17.8) 含 む 外面 ヘ ラ 磨 き。

土 ④ ③良 内面 ヘラ磨き。

5 住 甕 胴部～底 ① (11.9) ①赤褐色 外面 ヘラ磨き。

No. 3 部 ② ②鉱物粒を含む 内面 ヘラ磨き。

中央部・ ③ (21.1) ③良
北西隅 ④ 6.5 

5住 器台 1/2 ① 13 . 4  ①赤褐色 類部から口縁部ま では比較的直に
No. 4 中央部 ② 12.9 ②鉱物粒 • 砂粒を 立ち上がる。 接合部から裾部へは

③甚部径 3.7 含む 大 き く 広がる。

④脚部径 17.4 ③良 外面 ヘラ磨き 。

内面 ヘラ磨き。

5 住 小型壺 胴部一底 ① ( 9.0) ①にぶい黄橙色 外面 ヘラ磨き。

No. 5 部 ② - ②砂粒を含む 内面 ヘラケズリ 。

中央部 ③ 12. I ③良
④ 5.3 

5住 椀 ほぽ完形 ① 3 . 1  ①赤褐色 外面 ヘラ磨き．

No. 6 南壁ピッ ② 8.3 ②鉱物粒 • 砂粒 を 内面 ヘラ磨き。

ト 内 ③ - 含む 底部でヘ ラ に よ る面取 り痕が観察
④ 4 .2 ③普通 で き る。

5 住 椀 完形 ① 4.7 ①明赤褐色 外面 口縁部横ナデ、 胴部以下は
No. 7 覆土 ② 10.3 ②鉱物粒 • 砂粒 を ヘラ射き。 底部はヘラによ る面取

③ 含む り痕が観察で き る。 胴部はヘラ磨
④ 3.9 ③良 き。

内面 ヘラ磨き。

5 住 椀 1/3 ① 5.3 ①黄褐色 外面 口縁部横ナデ、 以下ヘラ磨
No. 8 中央部 ② (14.2) ②鉱物粒 • 砂粒を き。

③ 含む 内面 ヘ ラ 磨 き。

④ 4 .0 ③良
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第皿淫 高野原遺筋

遺物 残存状態
① 色 調

番号
種 類

出土位置
法 試 (cm) ② 胎 土 器 形 ・ 整 形 の 特 徴 文 様 の 特 微

③ 焼 成

5 住 紡錘車 完形 ①径 4.5 ①暗褐色 土製。

No, 9 北壁 ②原さ 1 . 5  ②鉱物粒を含む
③孔径 0.6 ③良
④重さ 27.9 g 

5 住 紡錘車 完形 ①径 4.5  ①茶褐色 土製．

No.10 北壁 ②厚さ l . l  ②鉱物粒を含む
③孔径 0.6 ③良
④阻 さ 26.5g

6 住 甕 完形 ① 24.3 ①橙色 最大径は胴下半部。口縁部は外反。 口級直下から類部にかけて波状文を
No. 1 南東閑 ② 15.0 ②鉱物粒 • 砂粒 を 口唇端部は丸い。 内外面 と も ヘ ラ 施す。 5 歯 1 1jl.位。

③ 17.I 含む 磨き。 外面胴上半部で右下がり 、

④ 5.4 ③良 胴部で横｀ 以下で縦。

内面は横。

6 住 甕 完形 ① 23.3 ①明赤褐色 最大径は胴下半部。 口縁部は外反。 口秘部付近 4 歯 1 単位、 類部 6 歯 l
No. 2 中央部 ② ]5.6 ②鉱物粒 • 砂粒 を 口唇端部は丸い。 外面口唇部横ナ 単位の波状文．

③ 19.0 含む デ、 類部ハケ講整、 胴部ヘラ庖き。

④ 6.4 ③良 内面ヘラ磨き 、 胴下半部は輪積み
痕 を よ く残す。

6 住 甕 完形 ① 24.4 ①明赤褐色 最大径は胴下半部で、 No. I • 2 は 外而に5 ~ 8 歯 l 単位の波状文。

No. 3 ② 15.0 ②鉱物粒 • 砂粒を ど張らない。 口縁部は外反。 口唇 頸部に 8 歯 1 埠位の簾状文。

③ 18.1 含む 燐部は丸い。 外面口縁部横ナデ、

④ 5.4 ③良 胴部ハケ調整。 内面ハケ調整。

6 住 甕 頸部 ① (7.I) ①にぶい黄橙色 外面 ハケ調整後波状文と簾状文 類部に12歯 1 単位の籐状文。 3連止
No. 4 中央部 ② - ② 鉱 物 粒 • 砂 粒 を施文。 めで、 6 単位の割付。 波状文は単位

③ ― を含む 内面 ヘラ磨き。 不明。

④ - ③良

6 住 甕 ほほ完形 ① 17.7 ①明赤褐色 最大径は胴中央部。 口縁部は大き 口縁部直下から頸部にかけて波状
No. 5 中央部 ② 13.2 ②鉱物粒を含む く外反。 内外面 と も ヘ ラ 磨 き。 文。 6 ~ 8 歯 l i阻位。

③ 15.1 ③良
④ 5.5 

6 住 小型甕 完形 ① 7. 7 ①にぶい褐色 内外面 と もヘラケズリ 。 4 歯 l 庫位の波状文が大ざっばに施
No. 6 ② 7 .8 ②鉱物粒を含む 文。

③ 8.0 ③良
④ 3.8 

6 住 椀 I/2 ① 5.4 ①茶褐色 若干上げ底になっている。 内外面
No. 7 南壁 ② 10.6 ②鉱物粒 • 砂粒 を と も ヘラ磨き 。

③ 含む
④ 2.8径 ③良

6 住 甕 胴部一底 ① (11 .  5) ①にぶい橙色 外面はヘラ磨きで、研磨痕が長い。

No. 8 部 ② - ②鉱物粒 • 砂粒を 内面は指状のもので調整。

覆土 ③ - 含む
④ 9. 3  ③良

6 住 甕 胴部～底 ① (13.7) ①明黄褐色 内外面 と もヘラ磨き 。

No. 9 部 ② - ②鉱物粒 • 砂粒 を
覆土 ③ 20.6 含む

④ 5 .6 ③良
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第Ill# 高野原遺踪

遺物 残存状態
① 色 調

種 類 法 址 （an) ② 胎 土 器 形 ・ 整 形 の 特 徴 文 様 の 特 微
番号 出土位骰

③ 焼 成

6 住 甑 完形 ① 10.3 ①にぶい褐色 鉢状に開く 。 口唇燐部は丸い。

No.10 中央部 ② 19.8 ②鉱物粒 • 砂粒を 内外面ともヘラ磨きc

③ ― 含む

④ 4.6孔径1.3 ③良

6 住 片口鉢 ほぽ完形 ① 8.9 ①暗褐色 最大径は口緑直下にある。 片隅に
No.11 中央部 ② 11.0 ②鉱物粒 · 砂粒を 注口 を も つ。 外而はヘ ラ ケ ズ リ の

③ 12.0 含む み。 内面はヘラ屈き。

④ 6.6 ③良

6 住 憑石 完形 ①長さ 3.3 ①オリ ー プ黒色 黒色頁岩で、 特に周辺を よ く 磨い
No.12 ②巾 2.7 ている。

③厚さ 2.6 
④頂さ 35.2 g

6 住 磨石 完形 ①長さ 4.0 ①黒色 蛇紋岩で、 全体的に よ く 磨かれて

No.13 南壁 ②巾 2.9 いる。

③印さ l.9 

④厘さ 33.5 g 

6住 紡錘車 完形 暉 5.1 ①暗褐色 土製。

No.14 覆 ②厚さ I. 7 ②鉱物粒を含む
③孔径 0.6 ③良
④麗さ 51.0g

7 住 台付き ほぼ完形 ① 8.2 ①にぶい橙色 外而 ヘラケズリ 。

No. I 小型壺 南壁ビッ ② 5.0 ②鉱物粒 を含を含 内面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

ト 内 ③ 8.2 む

④ 5.2 ③良

7 住 小型椀 ほぼ完形 ① 3.6 ①橙色 外面 ヘラ均き。

No. 2 中央部 ② 9.5 ②鉱物粒 • 砂粒を 内面 ヘラ磨き。

③ ― 含む
④ 3.4 ③良

7 住 塊 J/3 ① 5. 1  ①暗赤褐色 外面 ヘラ磨き。

No. 3 ② 11 .1  ②鉱物粒 を含む 内面 ヘラ磨き。

③ - ®良
④ 3.0 

7 住 鉢 1/3 ① ( 5. 7) ①明赤褐色 外面 ヘラ磨き。

No. 4 北壁 ② (17.6) ②鉱物粒を含む 内面 ヘラ磨き。

③ ― ③良

④ -

7 住 紡錘車 完形 ①径 5.0 ①暗褐色 土製。 中心部から放射状に線刻がある。

No. 5 北壁 ②厚さ 1.1 ②鉱物粒を含む
③孔径 0.6 ③良
④煎さ 34.8,

7 住 紡錘車 1/3 ①径 5.8 ①茶褐色 土製。

No. 6 南壁ピッ ②厚さ l .  2 ②鉱物粒を含む
ト 内 ③孔径 0.6 ③良

④須さ (16.0 g )  

8 住 甕 ほぼ完形 ① 22.3 ①暗褐色 最大径は胴中央部。 頸部から口緑 口縁部から類部ま で 9 歯 1 単位の波

No. I 南東隅 ② l4.6 ②鉱物粒を含む 部ま では緩やかに開く 。 口緑端部 状文。頸部に は 9 歯 1 .!jl.位の簾状文。

③ 18.4 ③良 は丸い。 内外面 と もヘラ磨き 。 止めは無 く ］ 周する。

④ 6.9 
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第ll1立 高野原遺跡

遺物 残存状態
① 色 講

種 類 法 泣 （四） ② 胎 土 器 形 ・ 整 形 の 特 徴 文 様 の 特 微
番号 出土位訊

③ 焼 成

8 住 甕 底部欠損 ① (22.3) ①にぶい橙色 最大径は朋下半部。 顕部から口縁 口縁部から顆部ま で 6 歯 l 単位の波
No. 2 南東椙 ② 12.4 ②鉱物粒 • 砂粒を 部ま では緩やかに 開 く 。 口縁端部 状文。頸部は 9 歯 ］ 単位で2 連止め、

③ 13.8 含む は丸い。 内外面と もヘラ磨き 。 4 単位割付。 簾状文を中心に上下に
④ ③良 波状文を配す。

8 住 甕 胴部～底 ① (6.0) ①褐色 外面 ヘ ラ 屈 き。

No. 3 部 ② ― ②鉱物粒 • 砂粒を 内面 すすが付着 しており不明。

西隅 ③ - 含む
④ 7.8 ③良

8 住 甕 胴部～底 ① 5.6 ①赤褐色 外面 ヘ ラ 射 き。

No. 4 部 ② 14 . 1  ②鉱物粒 • 砂粒 を 内面 ナデ。

東拡張区 ③ - 含む
④ 4.4  ③良

8 住 塊 はぼ完形 ① 5.6 ①明黄褐色 外面 ヘラ磨き 、 口縁部ナデ。

No. S ② 14.4 ②鉱物粒を含む 内面 ヘラ磨き ．

③ - ③良
④ 4.4 

9 住 甕 破片 ①灰黄褐色 外面 ヘ ラ ケ ズ リ 。 波状文は餓複 してお り 明確ではない
No. 1 覆土 ②鉱物粒 · 砂粒 を 内面 ヘラ局き。 が、 6 歯 1 屈位と考えられる。

含む 簾状文は10歯 l 単位で 2 連止めが観
③良 察できる。

9 住 甕 底部 ① (1.9) ①黒褐色 ヘ ラ ケ ズ リ 。

No. 2 覆土 ② - ②鉱物粒 • 砂粒を
③ - 含む
④ (5.3) ③良

9 住 器台 脚部 ① (6.8) ①明赤褐色 赤色塗彩。

No. 3 ② - ②鉱物粒を含む 外面 ヘラ磨き。

③基部径2.6 ③良 内面 ヘラケズリ 。

④脚部径7.7

JO住 甕 口縁部破 ①明赤褐色 外面 ハケ整形後波状文と簾状文 口縁直下に 3 歯 l 巣位の波状文。

No. l 片 ②鉱物粒を含む を施文。 簾状文は単位不明。

覆土上層 ③良 内面 9ヽケ訊整。

10住 甕 口緑部破 ①にぶい赤褐色 口縁部が内湾する小型の土器。 口緑直下に 5 歯 1 単位の波状文。

No. 2 片 ②鉱物粒を含む 外面 ヘラ磨き 。

覆土 ③良 内面 ヘラ磨き 。

10住 甕 口縁部破 ①にぶい褐色 外面 ハケ調整後波状文と簾状文 4 歯 1 単位 （ ？ ） の波状文と頸部に
No. 3 片 ②鉱物粒を含む を施文。 単位不明の簾状文。

③良 内面 ヘ ラ 磨 き。

JO住 甕 胴部破片 ①橙色 外面 ハケ調整後波状文と簾状文 弟位不明の簾状文と 波状文が観察で
No. 4 覆土 ②鉱物粒を含む を施文。 き る。

③良 内面 ヘラ磨き。

II住 壺 口縁部破 ①褐色 折 り 返し口緑をもつ。

No. l 片 ②鉱物粒を含む 内外面とも細かなハケ調整。

覆土 ③良

11住 甕 口縁部破 ①掲色 折 り 返し口縁をもつ。

No. 2 片 ②鉱物粒を含む 内外面と も 細かなハケ調整後ヘラ
覆土 ③良 磨 き 。 赤色控彩。
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第111衣 高野原遺跳

遺物 残存状態
① 色 講

番号
種 類

出土位骰
法 益 （cm) ② 胎 土 器 形・ 整 形 の 特 徴 文 様 の 特 微

③ 焼 威

ll住 甕 口緑部破 ①暗褐色 外面 ハケ潤整後波状文と簾状文 口縁直下から波状文で、 4 歯 l 単位
No. 3 片 ②鉱物粒を含む を施文． と思われる。

覆土 ③良 内面 ハケ調整。

ll住 甕 口縁部破 ①にぶい赤褐色 外面 ハケ調整後波状文と 簾状文 4 歯 J 単位 （ ？ ） の波状文と 、 10歯
No. 4 片 ②鉱物粒を含む を施文。 1 単位の簾状文。 簾状文は 2迷止め

覆土 ③良 内面 ヘ ラ ケ ズ リ 。 が観察で き る。

11住 売 口縁部破 ①にぶい褐色 外面 ハケ調整後波状文と簾状文 4 歯 1 単位 （ ？ ） の波状文と 、 8 歯
No. 5 片 ②鉱物粒 を含む を施文。 l 単位の簾状文。 簾状文は2連止め

覆土 ③良 内面 ヘラ磨 き 。 が観察 で き る。

l1住 甕 口縁部破 ①暗褐色 外面 ハケ斜整後波状文と 簾状文 4 歯 1 単位の波状文と 、 10歯 ］ 単位
No. 6 片 ②鉱物粒を含む を施文。 の簾状文。 簾状文は2連止め。

覆土 ③良 内面 ヘラ磨き。

））住 甕 口縁部破 ①にぶい褐色 外面 ハケ調整後波状文と濱状文 4 歯 1 単位 （ ？ ） の波状文 と 、 10歯
No. 7 片 ②鉱物粒を含む を施文。 1 単位の簾状文。 簾状文は 2連止め

覆土 ③良 内面 ヘラ磨き 。 が穀察でき る。

11住 甍 口縁部破 ①黒褐色 外面 ハケ調整後波状文を施文． 4 歯 1 単位の波状文が乱れた状態で
No. 8 片 ②鉱物粒 を含む 内面 ヘラ麻き。 施文。

覆土 ③良

ll住 甕 口縁部破 ①にぶい赤褐色 外面 ハケ謂整後波状文を施文。 4 歯 l 単位の波状文。 No. 8 と 同一
No. 9 片 ②鉱物粒を含む 内面 ヘ ラ 磨 き。 個体。

覆土 ③良

11住 甕 口縁部破 ①黙褐色 口緑部が若千肥大。 7 歯 1 単位の波状文。

No. JO 片 ②砂粒を含む 外面 ハケ調整後波状文を施文．

覆土 ③良 内面 ヘ ラ 磨 き 。

11住 甕 口秘部破 ①黒褐色 外面 ハケ調整後波状文を施文。 単位不明の波状文．

No. II 片 ②鉱物粒を含む 内面 ハケ講整。

覆土 ③良

l]住 甕 口縁部破 ①にぶい褐色 外面 ハケ調整後波状文を施文。 波状文施文後、 一部すり消されてい
No.12 片 ②鉱物粒を含む 内面 ハケ調整。 るため単位不明。

覆土 ③良

11住 甕 頸部破片 ①にぷい掲色 外面 ハケ講整後波状文を施文。 4 歯 J 単位の波状文と 、 6 歯 1 単位
No.13 覆土 ②鉱物粒を含む 内面 ハケ調整。 3 連止めの簾状文。

③良

11住 甕 胴部破片 ①橙色 外面 ハケ調整後波状文を施文。 7 歯 J 単位の波状文と 、 10也 ］ 単位
No.14 覆土 ②鉱物粒 を含む 内ilii ）ヽケ讃整。 簾状文．

③良

11住 甕 頚部破片 ①褐色 外面 ハケ調整後波状文を施文． 4 - 6 歯 1 単位の波状文を施文。

No.15 覆土 ②鉱物粒を含む 内面 ヘ ラ 磨 き。 旗複している。

③良

II住 甕 頸部破片 ①にぶい掲色 外面 ハケ調整後波状文と簾状文 波状文は狐複 し て お り 、単位は不明。

No.16 覆土 ②鉱物粒を含む を施文。 以下ヘラ庖き。 赤色塗彩。 簾状文は10歯 l 単位で、 7 歯の櫛で
③良 内面 ）ヽケ苫整。 止める。

11住 甕 胴部破片 ①赤褐色 外ilii ヘ ラ 磨 き。 赤色塗彩。 簾状文は12歯以上の巣位で、 4 歯の
No.17 覆 ②鉱物粒を含む 簾状文施文。 櫛で止める。

③良
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第Ill'(!: 高野原遺踪

遺物 残存状態
① 色 調

種 類 法 最 (cm) ② 胎 土 器 形 ・ 整 形 の 特 徴 文 様 の 特 微
番号 出土位置

③ 焼 成

11住 甕 胴部破片 ①にぶい橙色 外面 ハケ調整後簾状文施文。 簾状文の単位は不明。

No.18 覆土 ②鉱物粒を含む 赤色塗彩。

③良 内面 Iヽケ調整。

11住 甕 頸部破片 ①にぶい橙色 外面 ヘラ磨き 後簾状文施文。 簾状文の単位は不明。

No.19 覆土 ②鉱物粒を含む 内面 ヘラ灼き。

③良

11住 小型吏 底部破片 ④ 4 .4 ①にぶい橙色 底部との接点を指で押 さ え て整
No.20 覆土 ②砂粒を含む 形。

③良

11住 紡錘車 完形 ①径 4.3 ①暗緑灰色 土製。

No.21 覆土 ②厚さ I .  1 
③孔径 0.75 
④須さ 29.7 g 

1 号 壺 胴下半部 ① (29.3) ①橙色 折 り 返 し 口 緑 を も つ。 折 り 返 し口縁部に 3 歯 l 単位の波状
土坑 ～底部欠 ② 21.2 ②砂粒を含む 外面 ヘラ磨き。 文、 類部に10歯 ］ 単位 3 連止め 6 単
No. I 損 ③ 29.0 ③良 内面 ヘラ磨き． 位割付の簾状文。 胴部にかけて 4 阻

1 単位の波状文。

2 号 壺 口縁部一 ① (18.6) ①にぷい赤掲色 折 り 返 し 口 縁 を も つ。 折 り 返 し口緑部に 3 柑 l 単位の波状
土坑 胴部上部 ② 17.3 ②鉱物粒を含む 外面 口縁下から同上半部にかけ 文。 頸部の簾状文 を は さ んで上下に

No. } ③良 てハケ調整後波状文と簾状文を施 4 世 l 単位の波状文。 簾状文は、 lO
文。 胴下半部はヘ ラ磨き。 歯 l 庫位で2連止め、 8庫位割付。

内面 ヘ ラ 磨 き。

2 号 甕 口緑ー類 ① (12.0) ①にぶい赤褐色 折 り 返 し口 粒 を も つ。 折 り 返 し口縁部に 4 歯 1 罪位、 類部
土坑 部1/3 ② (18.1) ②鉱物粒を含む 外面 頚部までハケ整形後波状文 に 3 ~ 5 痢 1 単位の波状文。

No. 2 ③良 施文。 以下胴部ヘ ラ 磨 き 。

内面 ヘ ラ 磨 き。

2 号 壺 口緑ー頸 ① ( 9.5) ①にぷい明赤褐色 外面 口緑部から類部までヘラケ 簾状文 は 2 段に施文されるが下部は
土坑 部2/3 ② (18.0) ②鉱物粒を含む ズ リ 。類部の波状文はその後施文。 欠損しており 、 単位は不明。 上部の
No. 3 ®良 簾状文は、 JO歯 l単位で2連止め、

l l ！い位割付。

2 号 応芥 胴部～基 ① (14.1) ①赤褐色 外面 ヘラ磨 き後赤色塗彩。

土坑 部 ②砂粒を含む 内面 ヘラ磨 き後赤色塗彩。

No. 4 ③不良

2 号 甕 頸部破片 ①黒褐色 ハケ整形後簾状文施文。 単位不明。

墓坑 周溝中 ②鉱物粒を含む
No. 1 ③良

2 号 高杯 脚部破片 ①赤色 外面 ヘラ磨き後赤色途彩。

墓坑 周溝中 ②砂粒を含む 内面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

No. 2 ③良

2 号 甕 底部破片 ①にぶい赤褐色 平底。

募坑 周溝中 ②鉄分粒を含む 外面 ハケ整形。

No. 3 ③良 内面 ヘ ラ ケ ズ リ。

2 号 甕 底部破片 ①にぶい橙色 平底。

墓坑 周溝中 ②砂粒を含む 外面 Iヽケ整形。

No. 4 ③不良 内面 荒れており不明。
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第1Il政 商野原遺跡

遺物 残存状態
① 色 講

種 類 法 呈 (an) ② 胎 土 器 形 ・ 整 形 の 特 徴 文 様 の 特 微番号 出土位置
③ 焼 成

2 号 甕 底部破片 ① (21.4) ①にぷい褐色 若干上げ底凰の平底。

墓坑 周溝中 ②鉄分粒 を含む 外面 ヘ ラ 磨 き。 底面はヘラケズ
No. 5 ③良 リ 。

内面 横に走る櫛状工具による条
痕がある。

4 号 椀 底部のみ ④ 6,4 ①灰色 須恵器．

墓坑 表土 ②鉄分粒 を含む 外面 右回転ロ ク ロ 整形。 ロ ク ロ
No. I ③不良 目 あ り 。 底部回転糸切り。

内面 回転によるナデ。 部分的に
剥落あり 。

4 号 塊 底部のみ ④ 5.3 ①灰白色 須恵器。

墓坑 表土 ②鉄分粒 を含む 外面 右回転ロクロ整形。 底部回
No. 2 ③不良 転糸切り 。

4 号 甕 底部破片 ①灰色 須恵器。

墓坑 表土 ②鉄分粒を含む 外面 右回転ロクロ整形。 わずか
No. 3 ③不良 ロ ク ロ 目 あ り 。 底部ロクロ右回転

糸切り 。

内面 回転によるナデ。 ロ ク ロ 目
あ り 。

4 号 短類壺 口縁部一 ① ( 8.5) ①灰色 須恵器。

慕坑 同 上 部 ② 9.6 ②鉄分粒 を含む 外面 右回転ロクロ整形。 ロ ク ロ
No. 4 1/2 ③ (17.2) ③不良 目 あ り 。 体部下半に 2 条の沈線あ

り 。

内面 回転によるナデ。 ロ ク ロ 目
あ り 。

4 号 脚付短 顆部ー脚 ① (I0.3) ①灰白色 須恵器。

墓坑 頸壺 部1/3 ③ 11.9 ②小石を含む 外面 右回転ロク ロ整形後、 更に
No. 5 ④ ( 7.42) ③不良 ナデを加える。 上半にロ ク ロ 目 あ

り 。 脚部は貼付。

内面 回転によるナデ。 凹凸のあ
る ロ ク ロ 目 あ り 。

4 号 甕 底部破片 ① ( 5.0) ①灰白色 須恵器。

墓坑 表土 ④ (11.8) ②鉄分粒 を含む 外面 右回転ロクロ整形。 底部際
No. 6 ③不良 にヘラ 削 り あ り 。 底部は荒れてい

るため不明。

内面 回転によるナデ。 ロ ク ロ 目
あ り 。

4 号 脚付短 口緑～脚 ① (16.8) ①灰白色 須恵器。

墓坑 頸壺 部1/3 ② ( 9.8) ②鉄分粒を含む 外面 右回転ロ ク ロ 整形。 上半部
No. 7 表土 ③ (18.0) ③良 に ロ ク ロ 目 あ り ． 胴部最大径部に

④脚邪径 （10.9) 2 本の横沈線。 脚部は貼付。

内面 回転によるナデ。 ロ ク ロ 目
あ り 。

4 号 脚付短 口縁～脚 ① (17.9) ①灰褐色 須恵器。

墓坑 類壺 部2/3 ② 10.3 ②分粒を含む 外面 右回転ロ ク ロ 整形。 擦痕を
No. 8 表土 ③ (19.3) ③良 加える。 閲部は貼付。

©脚部径 (11.4) 内面 回転によるナデ。 シ ャ ープ
な ロ ク ロ 目 あ り 。
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第 皿 章 高野原遺跡

遺物 残存状態
① 色 闘

種 類 法 泣 (an) ② 胎 土 器 形 ・ 整 形 の 特 徴 文 様 の 特 徴
番号 出土位骰

③ 焼 咸

グリ 甕 口縁部一 ① (32.2) ①にぶい橙色 類部から緩やかに口縁部に向け外 R L斜縄文が口縁 下 か ら 施文 さ れ
ッ ト 底部1/3 ② (20.5) ②鉱物粒を含む 反する。胴部もそれほど張らない。 る。部分によ っ てすり消されている。

No. 1 P - 0 0  ③ (27.6) ③不良
④ 8.0 

グ リ 甕 口緑部～ ① (11.4) ①暗褐色 頚部から口縁部まで短い。 口粒部 R L斜縄文が折 り 返 し □縁から胴部
ッ ト 底部上位 ② (17.3) ②砂粒を含む は折 り 返 しを も つ。 上半部まで施される。 部分によって

No. 2 1/3 ③不良 す り 消されている。

J - o 6 

グ リ 甕 ロ縁部～ ① (14.4) ①にぶい黄橙色 外面 ヘ ラ ケ ズ リ 。 頸部ハケ謂整 口緑部から顎部にかけて 3 - 7 歯 1
ッ ト 底部上位 ② (17.9) ②鉱物粒 • 砂粒 を 後波状文施文。 単位の波状文。

No. 3 1/3 含む 内面 ヘ ラ ケ ズ リ。

J - 0 6 ③不良

グ リ 甕 口縁部～ ① (23.6) ①掲色 外面 ヘラ豹き 。

ッ ト 底部］／2 ② (17.4) ②鉱物粒 を含む 内面 ヘ ラ ケ ズ リ。

No. 4 J - 0 6 ③ (22.0) ③不良
④ 7. 7 

グ リ 甕 口級部～ ① ( 9.8) ①褐色 類部から 口縁部にむけて外反す
ッ ト 底部1/3 ② 05.3) ②砂粒を含む る。

No. 5 0 - 0 6  ③不良 外面 口縁下は横ナデ。 頸部まで
ハケ整形、 胴部はヘラ ケ ズ リ 。

内面 上部ヘラ磨き 、 胴部ハケ整
形。

グ リ 甕 口縁部一 ① ( 7.8) 暉褐色 外面 口緑下は横ナデ、 頸部まで
ッ ト 胴上半 ② (13.5) ②鉱物粒 を含む ハケ整形、 胴部はヘラ ケ ズ リ 。

No. 6 1/3 ③良 内面 ヘラ磨き。

P - 0 2 

グ リ 甕 口縁部一 ① ( 7.2) ①にぶい赤褐色 外面 口縁下は横ナデ、 類部から
ッ ト 胴上部 ② (13.4) ②鉱物粒 を含む 胴部にかけてはヘラケズ＇） 。

No. 7 1/3 ③良 内ilii ヘ ラ ケ ズ リ。

0 - 0 2  

グ リ 塊 ロ縁部～ ① ( 5.1) ①希褐色 外面 ヘ ラ ケ ズ リ。

ッ ト 胴部1/3 ② (13.3) ②鉱物粒を含む 内面 ハケ調整。

l{o. 8 E- 0 8 ③良

グ リ 器台 器台の脚 ①基部径 （3.0) ①赤褐色 外面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

ッ ト 基部破片 ②鉱物粒 を含む 内面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

No. 9 R - 0 5  ③良

グ リ 高杯 脚部破片 ①基部径 （3.8) ①明赤褐色 外面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

ッ ト G - 0 3  ②鉱物粒 を含む 内面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

No.JO ③良

グリ 店粁 脚部1/3 ①基部径 （ 4.6) ①にぶい赤褐色 外面 ヘ ラ 磨 き。

ッ ト E - 0 8  ②脚部径 （］0.2) ②鉱物粒を含む 内面 ヘ ラ ケ ズ リ。

No.11 ③良

グ リ 高杯 脚部1/3 ①基部径 （ 4 ．4) ①にぷい橙色 外面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

ッ ト J - 0 6  ②脚部径 （］2.0) ②鉱物粒を含む 内面 粗いヘ ラ ケ ズ リ 。

No.12 ③良
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第皿京 窃野原遺踪

遺物 残存状態
① 色 調

番号
種 類

出土位骰
法 滋 (cm) ② 胎 土 器 形 ・ 整 形 の 特 徴 文 様 の 特 微

③ 焼 成

グリ 甑 底部のみ ① (2 . 7) ①明赤褐色 外面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

ッ ト OP-01 ② 4. 4  ②鉱物粒 を含む 内面 粗いヘラ ケ ズ リ 。

No.13 孔径］ ．0 ③良

グリ 甕 底部破片 ① (2 . 1) ①橙色 外面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

ット N - 0 2  ④ (6.5) ②鉱物粒を含む 内面 ヘ ラ ケ ズ リ 。

No.14 ③良

グ リ 甕 口縁部破 ①灰褐色 外面 ハケ調整後波状文と簾状文 3 ~ 6 歯 1 単位の波状文。 9 歯 1 単
ット 片 ②鉱物粒 を含む 施文。 位で2 速止めの簾状文。

No.JS D - 0 6 ③良 内面 ヘラ磨き 。

グ リ 甕 口縁部破 ①昆褐色 外面 Iヽケ調整後波状文。 4 歯 l 単位の波状文。

ット 片 ②紅物粒を含む 内面 ヘラ磨き．

No.16 J - 0  l ③良

グ リ 売 口縁部破 ①にぷい橙色 折 り 返 し 口 縁 を も つ。 3 ~ 5 歯 1 単位の波状文．

ッ ト 片 ②鉱物粒 を含む 外面 ハケ調整後波状文。

No.17 M- 0 6  ③良 内面 ヘラ磨き。

グリ 甕 口縁部破 ①にぷい橙色 外面 ヘラ閉 き後波状文と簾状文 3 歯 1 単位の波状文。 簾状文の単位
ッ ト 片 ②鉱物粒 を含む 施文。 は不明。

No.18 N - 0 1 ③良 内面 ヘラ磨き。

グリ 甕 口縁部破 ①にぶい掲色 外面 ハケ整形後波状文施文。 7 歯 1 単位の波状文。

ット 片 ②砂粒を含む
No.19 覆土 ③良

グリ 甕 口縁部破 ①にぶい褐色 外面 ／ヽケ整形後波状文と簾状文 3 - 4 鉗 1 単位の波状文。 簾状文単
ット 片 ②鉱物粒を含む 施文。 位不明。

No.20 0 - 0 4  ③良

グリ 甕 胴部破片 ①にぶい褐色 外面 上部はハケ整形後波状文と 4 歯 1 単位の波状文。 簾状文の単位
ッ ト D- 0 6  ②鉱物粒を含む 簾状文施文。 不明。

No.21 ③良 内面 ヘ ラ ケ ズ リ。

グリ 甕 頸部破片 ①にぶい褐色 外面 Iヽケ調整後波状文と簾状施 3 ~ 4 歯 1 埠位の波状文。 簾状文は
ッ ト D - 0 6  ②鉱物粒 を含む 文。 12歯1隼位で、連止めが観察できる。

No.22 ③良

グリ 甕 胴部破片 ①にぶい褐色 外面 ハケ講整後波状文を施文赤 6 - 7 歯 1 単位の波状文。

ッ ト C - 1 4  ②鉱物粒を含む 色塗彩．

No.23 ③良

グリ 匙 柄破片 ①褐色 外面 削 り 痕が観察。

ッ ト 8 - 0 6  ②鉱物粒を含む
No.24, ③良

グ リ 砥石 一方の端 ①縦 （9.1) 流紋岩製の砥沢と見られる。 淡褐色の地に褐色の縞が入り 。 砥沢砥の う
ッ ト 部欠損 ②横 3.2 ち 、 虎砥と称される上質の砥石に近い。 使用は、 表 ・ 裏は全面、 側部の

No.25 ③ 2. 1 片側は旧割れ口でわずかに研磨耗あり 、 他方の片側は旧割れ口がわずか
に見られ、 他は研磨耗である。 両小口のうち 、 図の手前小口は1日時の欠

損、 奥Ilヽ ロ は当初の面削り 痕が残る。 表 ・ 裏は、 耗グセがあり 、 左上り 、

右下 り と な り使用者は 、 右利であっ たこと を窺わせる。 研磨主体は 、 砥
石の大 き さ と 、 研磨状況から 、 手持砥で、 小形の主体物であ っ たと考え
られる。
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第旧汽 高野原遺踪
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第lll章 高野屎遺跡
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第1D章 石野原遺踪
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第1D章 高野原遺跳
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第 皿 章 高野原遺跡

第29図 関連資料 川楊村公民館蔵弥生土器 ( 1 ) 0 10cm 
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第m# 高野原遺跡
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図 版





図 版 1

'』

1 . 門前橋詰遺跡遠景

＇ユs
2 . 門前橋詰遺跡 ト レ ン チ設定状況



図版 2

1 . 橋詰 1 号住居跡

2 . 橋詰1 号住居跡の炉

3 . 橋詰 1 号住居跡逍物出土状態



図版 3

1 . 橋詰 2 号住居跡

2 . 橋詰 2 号住居跡逍物出土状態

3 . 橋詰 2 号住居跡遺物出土状態



図 版 4

l . 橋詰 3 号住居跡と溝状遺構

2 . 溝状遣構

3 . 橋詰 3 号住居跡遺物出土状態



海戸遺跡遠景

図版 5
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図版 6



図 版 7

. . .. 

1 . 橋詰 1 号住居跡出土追物 と グ リ ッ ト 出土石器
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2 . 橋詰 2 号住居跡出土遺物 ( 1 )
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図 版 8
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1 . 橋詰2号住居跡出土遺物 (2)

ー 2
 

3
 

2 . 橋詰 3 号住居跡出土遺物



固版 9
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1 . 舛海戸 2 号住居跡出土遺物
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2 . 舛海戸3 号住居跡出土遺物と溝状遺構出土墨書土器

r!fl.」屈苔土器
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1 ． 高野碩遺跡遼景
―

（北東より）

2 . 高野原遺跡全娯 （北よ り ）
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］ ． 高野原遺跡 ト レ ン チ設定状況 （南西よ り ）



図版12

l . 高野原 7 号住居跡
上面のF p 

高野原12号住居跡
上面の F P

高野原 3 号坦
周溝上面の F P



1 . 高野原 2 号住居跡 （東よ り ）

2 . 高野原 2 号住居跡遺物出土状態 （北 よ り ）

—· ．．卜·• ` 
図版13



図版14

］ ． 高野原 3 号住居跡 （西よ り ）

2 . 高野原 3 号住居跡逍物出土状態 （北西 よ り ）
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1 . 高野原4号住居跡 （南よ り ）
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2 . 高野原4 号住居跡遺物出土状態



図版16

I . 高野原 5 号住居跡 （西よ り ）

2 . 高野原 6 号住居跡 （南よ り ）



図版17

1 . 高野原7 号住居跡（西 より）

2 . 高野原 7 号住居跡遺物出土状態 （東より）



図版18

1 . 裔野原 8 号住居跡 （南東 よ り ）

2 . 高野原遺跡見学会の参加状況



］ ． 高野原 1 号土坑
（南よ り ）

2 . 高野原 2 号土坑上面の状況
（南東 よ り ）

3 . 高野原 2 号土坑下面の状況
（南 よ り ）

図版19



図版20

1 . 高野原 1 号瑣
（西よ り ）

2 . 裔野原 3 号墳
（北西 よ り ）

3 . 裔野原 4 号瑣 と 1 ~ 4 号
墓坑 （東よ り ）
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高野原2 号住居跡出土遺物 (1)
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高野原 2 号住居跡出土造物 ( 2 )
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I . 高野原3 号住居跡出土遺物

2 . 高野原 4 号住居跡出土遣物 ( 1 )
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l . 高野原4 号住居跡出土遺物 ( 2 )
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2 . 高野原 5 号住居跡出土遺物 ( 1 )
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嵩野原5 号住居跡出土遺物 (2)
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高野原6 号住居跡出土遺物 ( 1 )
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高野原 6 号住居跡出土遺物 ( 2)
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1 . 高野原7 号住居跡出土遺物
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2 . 高野原 8 号住居跡出土遺物



図版29

｀ 
墨

墨
2

 

3
 

1 . 高野原 9 号住居跡出土遺物
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2 . 高野原10号住居跡出土遺物
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3 . 高野原11号住居跡出土遣物
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1 . 高野原1 号土坑出土遺物
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2 . 忘野原2号土坑出土遺物
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I . 高野原2号墓坑出土遺物
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2 . 高野原4 号墓坑出土遺物
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